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は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
本
誌
前
号
の
拙
稿
に
引
き
続
き
、
立
教
大
学
財

務
部
経
理
課
が
所
蔵
す
る
資
料
「
収
納
簿
」
の
概
要
を
紹
介
し
、

こ
の
資
料
を
も
と
に
在
籍
者
数
を
推
計
す
る
こ
と
に
あ
る
⑴
。
本

稿
で
取
り
扱
う
年
代
範
囲
は
、
財
団
法
人
立
教
学
院
が
成
立
し
た

一
九
三
一
年
度
か
ら
一
九
三
七
年
度
ま
で
で
あ
り
、
同
時
期
は
立

教
大
学
の
拡
張
期
に
あ
た
る
。

　
「
収
納
簿
」
の
資
料
概
要
や
旧
制
の
立
教
大
学
の
在
籍
者
数
に

関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
本
誌
前
号
の
拙
稿
で
述
べ
て
い
る

の
で
、
こ
こ
で
の
言
及
は
省
略
し
た
い
⑵
。
当
該
時
期
の
立
教
大

学
在
籍
者
を
推
計
す
る
た
め
に
実
施
し
た
資
料
操
作
も
前
号
と
同

様
の
方
法
を
採
用
し
、「
収
納
簿
」
か
ら
は
年
度
、
所
属
学
部
・

学
科
、
学
年
、
姓
名
、
学
費
完
納
の
有
無
、
資
料
記
載
者
の
「
在

籍
者
」・「
非
在
籍
者
」
の
弁
別
、
学
費
を
完
納
し
て
い
な
い
場
合

の
事
由
、「
外
国
人
姓
名
」
か
否
か
の
判
別
、
そ
の
他
書
き
込
み

事
項
を
デ
ー
タ
と
し
て
抽
出
し
た
。「
収
納
簿
」
に
見
ら
れ
る
記

載
の
重
複
や
明
ら
か
な
誤
記
に
つ
い
て
も
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
入

力
し
た
が
、
集
計
時
に
は
そ
れ
ら
の
レ
コ
ー
ド
は
除
外
し
た
。
加

え
て
、
前
号
と
同
様
に
、
こ
の
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
か
ら
在
籍
者
と
非

在
籍
者
お
よ
び
そ
れ
ら
の
下
位
区
分
（
在
籍
者
の
下
位
区
分
と
し

て
「
な
し
」、「
休
学
」、「
在
籍
そ
の
他
」、
非
在
籍
者
の
下
位
区

分
と
し
て
「
退
学
」、「
除
名
」、「
除
籍
」、「
死
亡
」、「
不
詳
そ
の

他
」）
を
設
け
て
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
て
集
計
し
た
。
以
上
に
述
べ

た
資
料
操
作
の
詳
細
や
用
語
の
定
義
に
つ
い
て
も
本
誌
前
号
の
拙

稿
を
参
照
さ
れ
た
い
⑶
。

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

経
理
課
所
蔵
資
料
「
収
納
簿
」
か
ら
見
た
立
教
大
学
学
生
・
生
徒
の 

在
籍
者
数
推
計
（
二
）：
一
九
三
一
年
度
よ
り
一
九
三
七
年
度
ま
で

宮 

川 

英 

一
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本
稿
が
処
理
し
た
一
九
三
一
年
度
か
ら
一
九
三
七
年
度
ま
で
の

一
二
分
冊
（
一
九
三
一
年
度
と
一
九
三
二
年
度
は
本
科
と
予
科
は

一
冊
分
の
簿
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
三
三
年
度
以
降

は
本
科
と
予
科
と
は
別
々
の
簿
冊
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
）
の
レ

コ
ー
ド
数
は
一
〇
八
七
四
件
で
あ
る
。
以
下
で
は
、「
収
納
簿
」

を
利
用
し
た
当
該
時
期
に
お
け
る
立
教
大
学
の
在
籍
者
推
計
の
概

要
を
述
べ
、
つ
い
で
事
由
別
の
記
載
者
数
推
計
の
分
布
を
示
す
。

最
後
に
、「
学
事
年
報
報
告
書
（
控
）」
を
利
用
し
て
一
九
三
一
年

度
か
ら
一
九
四
二
年
度
ま
で
の
立
教
大
学
に
お
け
る
留
学
生
の
在

籍
者
数
推
計
と
、「
収
納
簿
」
を
利
用
し
た
一
九
三
一
年
度
か
ら

一
九
三
七
年
度
ま
で
の
「
外
国
人
姓
名
」
の
在
籍
者
数
推
計
を
示

し
た
い
。

一
九
三
一
年
度
か
ら
一
九
三
七
年
度
ま
で
の 

立
教
大
学
在
籍
者
数
推
計

　

こ
こ
か
ら
は
「
収
納
簿
」
か
ら
抽
出
し
た
デ
ー
タ
の
集
計
値
よ

り
、
当
該
年
度
の
立
教
大
学
の
在
籍
者
数
を
概
観
し
て
い
き
た

い
。
ま
ず
、
七
年
間
分
の
推
計
値
の
全
体
的
な
傾
向
に
つ
い
て
述

べ
、
つ
い
で
『
文
部
省
年
報
』⑷
記
載
の
数
値
と
の
差
異
に
つ
い

て
言
及
す
る
。
な
お
、
一
九
三
一
年
度
以
降
は
、
立
教
学
院
史
資

料
セ
ン
タ
ー
に
「
学
事
年
報
報
告
書
（
控
）」
が
残
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
資
料
か
ら
も
在
籍
者
数
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
本

資
料
の
利
用
は
留
学
生
の
在
籍
者
数
推
定
に
の
み
利
用
し
た
⑸
。

（
一
）
推
計
値
の
概
観

　

こ
こ
で
は
本
稿
で
推
計
を
試
み
た
一
九
三
一
年
度
か
ら
一
九
三

七
年
度
ま
で
の
立
教
大
学
在
籍
者
数
の
概
観
を
み
て
い
き
た
い
。

当
該
各
年
度
の
基
礎
集
計
表
は
、
本
稿
末
尾
に
七
点
の
付
表
（
表

十
二
）
と
し
て
掲
載
し
た
。

　

ま
ず
「
収
納
簿
」
に
記
載
さ
れ
た
学
生
数
の
全
体
的
な
傾
向
に

つ
い
て
言
及
し
た
い
。
在
籍
者
数
と
非
在
籍
者
の
内
訳
お
よ
び
そ

の
比
率
を
算
出
し
た
も
の
は
表
一
で
あ
る
。
研
究
科
生
、
学
部
学

生
、
選
科
生
お
よ
び
予
科
生
徒
の
各
値
を
足
し
合
わ
せ
た
在
籍
者

数
（
表
一
（
Ａ
））
は
、
一
九
三
四
・
三
五
年
度
に
一
時
的
に
減

少
傾
向
を
示
す
が
、
当
該
年
度
間
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は

本
誌
前
号
の
拙
稿
で
言
及
し
た
一
九
二
三
年
度
か
ら
一
九
三
〇
年

度
ま
で
の
傾
向
と
同
様
で
あ
り
、
一
九
三
〇
年
度
の
在
籍
者
数
で

あ
る
一
三
一
一
人
を
下
回
る
年
度
は
、
一
九
三
一
年
度
か
ら
一
九

三
七
年
度
の
間
で
は
確
認
で
き
な
っ
た
。
在
籍
者
数
と
非
在
籍
者

数
の
合
計
値
で
あ
る
記
載
学
生
数
に
つ
い
て
も
同
様
の
傾
向
を
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
数
値
の
変
遷
か
ら
、
当
該
期
間
の

立
教
大
学
の
学
生
規
模
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
初
頭
か
ら
中
葉
ま

で
は
一
定
の
規
模
以
上
を
維
持
し
、
年
度
に
よ
り
数
十
名
程
度
を

増
加
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

な
お
、
記
載
者
数
に
対
す
る
在
籍
者
数
と
非
在
籍
者
数
の
比
率

を
見
て
み
る
と
、
前
者
の
在
籍
者
数
比
率
は
い
ず
れ
の
年
度
も
九

〇
％
を
超
え
、
後
者
の
在
籍
者
数
比
率
は
一
九
三
二
年
度
を
除
い
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表一　年度別在籍者数と非在籍者数推計
� （単位：人，%）

年度 （A）在籍者数 在籍者数比率
（A/C）

（B）非在籍者数 非在籍者数比率
（B/C）

（C）記載学生数
（A+B）

1931 1340 90.6 139 � 9.4 1479
1932 1404 90.0 156 10.0 1560
1933 1395 92.3 117 � 7.7 1512
1934 1358 91.4 128 � 8.6 1486
1935 1355 92.1 116 � 7.9 1471
1936 1413 91.2 136 � 8.8 1549
1937 1487 92.0 129 � 8.0 1616
出典：表九（一）～（七）より作成。
注：1）各年度の数値は学部学生数と予科生徒数の合計で選科学生および聴講生を含む。
　　2）各年度の資料には誤記や重複が見られるが、それは除外した。
　　3）（A）項の在籍者数は各年度末の学費完納者数に休学者数などを加えた人数を示す。
　　4）�（B）項の非在籍者数は資料記載者のうち、退学、除名などの事由により年度末まで納付実

績がない者の人数を示す。事由詳細と内訳については表五参照。
　　5）�（C）項の記載学生数は在籍者数と非在籍者数の合計値で、資料に見られる人数を示す。た

だし、重複や誤記は除いた。

表二　年度別学部学科別学年別在籍者数推計
� （単位：人）

学科
学年

年度
研究科

文学部本科 経済学部本科
本科計

1 2 3 小計 1 2 3 小計
1931 2 71 37 30 138 208 143 122 473 611
1932 3 49 59 38 146 186 196 144 526 672
1933 2 42 42 58 142 162 180 191 533 675
1934 2 34 37 42 113 173 154 177 504 617
1935 3 42 32 37 111 207 164 151 522 633
1936 3 40 29 31 100 195 196 161 552 652
1937 3 26 34 26 86 209 184 194 587 673

学科
学年

年度

予科文科 予科商科
予科計 合計

1 2 3 小計 1 2 3 小計
1931 77 74 57 208 175 155 189 519 727 1340
1932 118 62 51 231 179 165 154 498 729 1404
1933 95 95 50 240 163 169 146 478 718 1395
1934 103 81 91 275 155 146 163 464 739 1358
1935 91 84 78 253 179 148 139 466 719 1355
1936 103 77 79 259 187 173 139 499 758 1413
1937 57 93 70 220 241 178 172 591 811 1487
出典：表九（一）～（七）より作成。
注：選科生および聴講生を本科に含む。合計は研究科、本科、予科の在籍者数の総和を示す。
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て
一
〇
％
未
満
で
あ
り
、
在
籍
者
数
の
増
加
に
し
た
が
っ
て
、
退

学
者
や
除
名
者
な
ど
の
非
在
籍
者
数
も
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
（
表
一
の
各
比
率
）。

　

当
該
年
度
の
立
教
大
学
の
学
生
・
生
徒
の
定
員
数
に
は
変
化
が

な
く
全
体
で
一
二
〇
〇
人
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
文
学
部
が
二
四

〇
人
（
一
学
年
定
員
は
八
〇
人
）、
経
済
学
部
が
三
六
〇
人
（
同
、

一
二
〇
人
）
で
学
部
定
員
合
計
は
六
〇
〇
人
（
同
、
二
〇
〇
人
）

で
あ
り
、
予
科
文
科
は
二
四
〇
人
（
同
、
八
〇
人
）、
予
科
商
科

は
三
六
〇
人
（
同
、
一
二
〇
人
）
で
予
科
定
員
合
計
も
六
〇
〇
人

（
同
、
一
二
〇
人
）
で
あ
る
⑹
。
一
九
三
一
年
度
か
ら
一
九
三
七

年
度
ま
で
の
在
籍
者
数
は
、
立
教
大
学
全
体
の
定
員
数
を
い
ず
れ

の
年
度
も
超
過
し
て
い
る
の
が
表
一
よ
り
確
認
で
き
る
が
、
学
生

の
増
加
傾
向
の
内
訳
を
年
度
別
に
学
部
別
学
年
別
在
籍
者
数
推
計

（
表
二
）
か
ら
確
認
し
た
い
。
定
員
数
と
推
計
さ
れ
た
在
籍
者
数

と
の
異
同
に
注
目
し
て
在
籍
者
数
の
学
部
・
予
科
の
所
属
別
に
集

計
を
整
理
す
る
と
、
学
部
の
在
籍
者
数
合
計
は
定
員
数
を
最
大
で

七
〇
人
程
度
超
過
し
て
い
る
一
方
で
、
予
科
の
在
籍
者
数
合
計
は

定
員
数
を
い
ず
れ
の
年
度
も
一
一
〇
人
程
度
か
ら
二
一
〇
人
程
度

ま
で
超
過
し
て
い
る
。
次
に
学
部
別
に
在
籍
者
の
超
過
傾
向
を
確

認
す
る
と
、
当
該
年
度
の
文
学
部
の
在
籍
者
数
は
、
一
九
三
一
年

度
か
ら
一
九
三
四
年
度
ま
で
は
定
員
数
前
後
の
数
値
で
あ
る
一
四

〇
人
前
後
が
確
認
で
き
る
が
、
一
九
三
四
年
度
よ
り
減
少
傾
向
に

あ
る
。
一
方
で
、
経
済
学
部
の
在
籍
者
数
は
一
九
三
一
年
度
か
ら

一
九
三
七
年
度
ま
で
定
員
数
の
三
六
〇
人
を
一
〇
〇
～
二
〇
〇
人

程
度
超
過
し
た
数
値
が
一
貫
し
て
確
認
で
き
る
。
文
学
部
と
経
済

学
部
の
在
籍
者
数
合
計
（
表
二
の
本
科
計
）
が
、
学
部
の
定
員
数

で
あ
る
六
〇
〇
人
を
十
数
名
人
か
ら
七
〇
人
程
度
超
過
す
る
だ
け

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
は
、
経
済
学
部
の
在
籍
者
数
の
増
加
分
を

文
学
部
の
減
少
分
が
見
か
け
上
、
補
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
次

に
予
科
の
在
籍
者
数
の
増
加
傾
向
と
定
員
数
に
目
を
向
け
る
と
、

一
九
三
四
年
度
を
除
い
て
、
予
科
文
科
の
在
籍
者
数
は
定
員
数
の

上
限
で
あ
る
二
四
〇
人
に
収
ま
る
数
値
を
示
し
て
い
る
が
、
予
科

商
科
の
在
籍
者
数
は
い
ず
れ
の
年
度
も
定
員
数
で
あ
る
三
六
〇
人

を
一
〇
〇
～
二
〇
〇
数
十
人
分
、
超
過
し
て
い
る
。
一
九
二
八
年

度
の
予
科
三
年
制
の
採
用
と
と
も
に
予
科
定
員
数
は
増
加
し
、
同

年
度
か
ら
一
九
三
七
年
度
ま
で
の
予
科
在
籍
者
数
合
計
は
七
〇
〇

人
台
か
ら
八
〇
〇
人
台
の
在
籍
者
が
確
認
で
き
る
た
め
、
立
教
大

学
予
科
に
定
員
数
を
超
え
た
生
徒
が
在
籍
す
る
現
象
は
予
科
三
年

制
の
採
用
当
時
か
ら
継
続
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
⑺
。

　

次
に
、
予
科
よ
り
学
部
へ
の
進
級
状
況
を
表
二
か
ら
概
観
し
て

み
た
い
。
予
科
文
科
第
三
学
年
と
そ
の
翌
年
度
の
文
学
部
第
一
学

年
の
在
籍
者
数
の
数
値
を
注
目
す
る
と
、
一
九
三
一
年
度
か
ら
一

九
三
六
年
度
ま
で
の
予
科
文
科
第
三
学
年
の
在
籍
者
数
は
、
翌
年

度
の
文
学
部
第
一
学
年
の
在
籍
者
数
よ
り
を
数
十
人
分
上
回
っ
て

い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
同
年
代
の
予
科
商
科
第
三
学
年
の
在
籍

者
数
は
、
翌
年
度
の
経
済
学
部
第
一
学
年
の
在
籍
者
数
と
比
べ
同
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程
度
か
、
よ
り
少
な
い
人
数
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
一
九

三
一
年
代
か
ら
一
九
三
六
年
度
ま
で
大
き
く
変
化
し
な
い
⑻
。

　

次
に
当
該
年
度
の
立
教
大
学
在
籍
者
数
の
全
体
的
な
傾
向
を
本

誌
前
号
の
拙
稿
と
同
様
に
『
文
部
省
年
報
』
記
載
の
デ
ー
タ
と
比

較
し
た
い
。
表
三
は
『
文
部
省
年
報
』
各
年
度
版
を
も
と
に
年
度

毎
の
立
教
大
学
在
籍
者
推
計
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
⑼
。
比
較
作

業
の
た
め
、「
収
納
簿
」
に
よ
る
在
籍
者
推
計
（
前
掲
表
二
）
と
、

『
文
部
省
年
報
』
に
よ
る
在
籍
者
推
計
（
表
三
）
と
の
差
異
を
示

し
た
も
の
が
表
四
で
あ
る
。
表
四
の
各
値
が
正
の
場
合
は
、「
収

納
簿
」
に
よ
る
在
籍
者
推
計
値
が
『
文
部
省
年
報
』
記
載
の
数
値

よ
り
も
超
過
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
負
の
場
合
は
そ
の
逆
を
示

す
。
表
四
か
ら
ま
ず
立
教
大
学
在
籍
者
数
の
比
較
を
概
観
す
る

と
、
本
誌
前
号
の
拙
稿
で
実
施
し
た
一
九
二
三
年
度
か
ら
一
九
三

〇
年
度
ま
で
の
比
較
作
業
と
比
べ
て
経
済
学
部
の
数
値
に
大
き
な

異
同
が
見
ら
れ
る
。
一
方
で
、
同
表
の
予
科
在
籍
者
数
の
数
値
は

経
済
学
部
の
数
値
と
同
等
程
度
の
差
異
の
存
在
を
示
し
て
い
る

が
、
一
九
二
三
年
度
か
ら
一
九
三
〇
年
度
ま
で
の
比
較
作
業
に
見

ら
れ
た
一
〇
〇
名
を
超
え
る
異
同
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
一

九
二
三
年
度
か
ら
一
九
三
七
年
度
ま
で
の
期
間
の
変
化
に
注
目
す

る
と
、
研
究
科
・
両
学
部
・
予
科
を
足
し
合
わ
せ
た
合
計
欄
の
推

移
は
、
一
方
で
、
一
九
二
三
年
度
か
ら
一
九
三
〇
年
度
ま
で
を
取

り
扱
っ
た
本
誌
前
号
の
拙
稿
（
表
五
）
の
合
計
値
は
常
に
正
の
値

を
示
し
て
い
た
が
、
他
方
で
、
本
号
で
取
り
扱
っ
た
一
九
三
一
年

度
か
ら
一
九
三
七
年
度
の
合
計
値
は
、
一
九
三
三
年
度
以
降
は
負

の
値
を
示
し
、
加
え
て
、
翌
年
の
一
九
三
四
年
度
か
ら
は
研
究
科

の
値
を
除
い
て
学
部
・
予
科
の
い
ず
れ
も
負
の
値
を
示
し
て
い

る
。
前
述
し
た
通
り
、
合
計
値
に
負
の
値
を
示
し
た
年
度
か
ら
は

「
収
納
簿
」
に
よ
る
在
籍
者
の
推
計
値
が
『
文
部
省
年
報
』
記
載

数
値
を
全
体
的
に
下
回
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
が
、
こ
の
現

象
は
本
誌
前
号
と
同
様
に
集
計
時
点
の
差
異
⑽
に
よ
る
影
響
が
大

き
い
と
推
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
退
学
や
除
名
の
カ
ウ
ン
ト
方
法

に
差
異
が
あ
り
、
当
該
年
度
の
年
度
末
に
非
在
籍
者
と
し
て
カ
ウ

ン
ト
し
た
「
収
納
簿
」
の
事
例
が
、『
文
部
省
年
報
』
で
は
三
月

一
日
現
在
の
在
籍
者
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
の
年
度
末
に
退
学
や
除
名
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
、
予
科

第
一
学
年
に
一
定
程
度
存
在
が
確
認
で
き
、
翌
年
度
進
級
し
な

か
っ
た
場
合
に
発
生
し
て
い
る
。
一
方
、
経
済
学
部
に
も
年
度
に

よ
り
正
負
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
現
象
の
理
由
に
つ
い

て
は
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
各
年
度
の
「
収
納
簿
」

の
記
載
者
数
（
在
籍
者
数
と
非
在
籍
者
数
の
合
計
値
）
は
、『
文

部
省
年
報
』
記
載
数
値
を
下
回
る
こ
と
は
な
く
、
年
度
を
経
る
毎

に
そ
の
差
異
は
縮
小
す
る
傾
向
に
あ
る
⑾
。
こ
の
点
に
鑑
み
る

と
、
当
該
年
度
間
の
「
収
納
簿
」
に
よ
る
在
籍
者
数
の
推
計
は
、

『
文
部
省
年
報
』
記
載
数
値
に
よ
る
在
籍
者
の
推
計
と
大
き
く
乖

離
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
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表三　『文部省年報』による立教大学在籍者数推計（1931～1937年度）
� （単位 : 人）

学科
年度

研究科 文学部
文学 商学 小計 宗教学科 哲学科 英文科 史学科 小計

1931 2 3 5 25 12 69 32 138
1932 2 2 4 25 21 72 34 152
1933 3 1 4 26 23 75 27 151
1934 3 1 4 31 16 55 17 119
1935 2 1 3 28 14 54 27 123
1936 1 1 2 32 10 44 23 109
1937 5 2 7 27 14 35 17 93

学科
年度

経済学部 選科 予科 総計商学科 経済学科 小計 文学 経済学 小計 大学予科
1931 265 177 442 0 693 1278�
1932 315 175 490 1 1 728 1375�
1933 354 156 510 1 1 757 1423�
1934 349 157 506 1 1 766 1396�
1935 387 158 545 1 1 743 1415�
1936 395 178 573 1 1 796 1481�
1937 402 211 613 1 1 829 1543�
典拠：『文部省年報』上巻、1931年度～1937年度。
注：1）外国人数を含む。
　　2）空欄は記載なしを示す。

表四　「収納簿」記載在籍者数と『文部省年報』記載数値との差異
� （単位 : 人）

年度 研究科 文学部 経済学部 予科 合計
1931 -3 0 31 34 62
1932 -1 -7 36 1 29
1933 -2 -9 22 -39 -28
1934 -2 -7 -2 -27 -38
1935 0 -13 -23 -24 -60
1936 1 -9 -22 -38 -68
1937 -4 -7 -26 -18 -55

典拠：表二、表三より作成。
注：1）�値が正の場合は『文部省年報』の数値に対して「収納簿」数値が超過していることを示

す。
　　2）表三の選科生の数値は各学部の学生数に含めた。
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（
二
）
事
由
別
記
載
者
推
計

　

こ
こ
で
は
前
号
拙
稿
同
様
に
、「
収
納
簿
」
に
見
ら
れ
る
退
学

や
除
名
な
ど
の
事
由
別
に
整
理
し
て
集
計
し
た
年
度
別
事
由
別
の

在
籍
者
数
を
示
し
た
い
。
な
お
、
前
述
し
た
通
り
、
退
学
や
除
名

の
具
体
的
な
記
述
例
や
集
計
処
理
方
法
に
つ
い
て
は
本
誌
前
号
の

拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
⑿
。

　

そ
れ
で
は
具
体
的
に
集
計
表
を
概
観
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
年

度
別
事
由
別
に
学
生
数
の
推
計
値
を
集
計
し
た
も
の
が
表
五
で
あ

る
。
一
九
三
一
年
度
か
ら
一
九
三
七
年
度
ま
で
の
期
間
で
、「
収

納
簿
」
に
見
ら
れ
る
記
載
者
数
に
対
す
る
非
在
籍
者
数
の
割
合

は
、
七
％
か
ら
一
〇
％
の
間
を
推
移
し
て
お
り
全
体
的
な
傾
向
に

変
化
は
な
い
。
た
だ
し
、
同
表
の
事
由
別
非
在
籍
者
の
内
訳
に
注

目
す
る
と
、
退
学
、
除
籍
、「
不
詳
そ
の
他
」
に
区
分
さ
れ
た

ケ
ー
ス
数
に
は
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
退
学
に
つ
い
て
は
、
一
九

三
一
年
度
の
全
体
に
対
す
る
割
合
が
五
・
五
％
（
八
一
人
）
で

あ
っ
た
が
、
年
度
を
経
る
毎
に
減
少
傾
向
を
み
せ
一
九
三
七
年
度

に
は
同
割
合
が
三
・
三
％
（
五
三
人
）
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
除

籍
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
一
年
度
の
全
体
に
対
す
る
割
合
が
一
・

六
％
（
二
四
人
）
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
一
九
三
四
年
度
に
は

〇
・
三
％
（
五
人
）
と
な
り
、
一
九
三
七
年
度
は
わ
ず
か
〇
・

一
％
（
一
人
）
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
減
少
傾
向
に
あ

る
ケ
ー
ス
に
比
べ
て
増
加
し
て
い
る
の
が
「
不
詳
そ
の
他
」
に
区

分
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
一
九
三
一
年
度
の
「
不
詳
そ
の
他
」

表五　年度別事由別推計者数� （単位：人，%）

事由

年度

事由別記載者内訳
記載者
合計

事由別在籍者内訳 在籍者数
小計

事由別非在籍者内訳 非在籍者
数小計なし 休学 在籍

その他 退学 除名 除籍 死亡 不詳
その他

1931 1281 54 5 1340 81 24 24 6 4 139 1479
86.6� 3.7� 0.3� 90.6� 5.5� 1.6� 1.6� 0.4� 0.3� 9.4� 100.0�

1932 1364 37 3 1404 79 38 17 8 14 156 1560
87.4� 2.4� 0.2� 90.0� 5.1� 2.4� 1.1� 0.5� 0.9� 10.0� 100.0�

1933 1355 38 2 1395 52 30 23 5 7 117 1512
89.6� 2.5� 0.1� 92.3� 3.4� 2.0� 1.5� 0.3� 0.5� 7.7� 100.0�

1934 1323 35 0 1358 54 40 5 7 22 128 1486
89.0� 2.4� 0.0� 91.4� 3.6� 2.7� 0.3� 0.5� 1.5� 8.6� 100.0�

1935 1306 49 0 1355 66 20 1 6 23 116 1471
88.8� 3.3� 0.0� 92.1� 4.5� 1.4� 0.1� 0.4� 1.6� 7.9� 100.0�

1936 1371 42 0 1413 55 48 2 8 23 136 1549
88.5� 2.7� 0.0� 91.2� 3.6� 3.1� 0.1� 0.5� 1.5� 8.8� 100.0�

1937 1442 41 4 1487 53 32 1 8 35 129 1616
89.2� 2.5� 0.2� 92.0� 3.3� 2.0� 0.1� 0.5� 2.2� 8.0� 100.0�

出典：表十一（一）～（七）より作成。
注：�上段は推計者数実数、下段は記載者合計に対する構成比率（小数点第2位以下切り捨て）を示
す。記載者合計は、在籍者数と非在籍者数の合計値を示す。
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の
全
体
に
対
す
る
割
合
は
〇
・
三
％
（
四
人
）
で
あ
っ
た
の
対
し

て
一
九
三
四
年
度
に
は
実
数
で
二
桁
台
と
な
る
同
一
・
五
％
（
二

二
人
）
と
な
り
、
一
九
三
七
年
度
に
は
二
・
二
％
（
三
五
人
）
ま

で
増
加
し
て
い
る
。
現
時
点
で
こ
の
ケ
ー
ス
毎
の
傾
向
の
違
い
の

理
由
と
し
て
想
定
で
き
る
こ
と
は
二
つ
あ
る
。
第
一
の
理
由
と
し

て
は
、「
不
詳
そ
の
他
」
の
ケ
ー
ス
に
実
際
に
は
退
学
、
除
名
、

除
籍
に
区
分
さ
れ
る
べ
き
ケ
ー
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
収
納
簿
」
上
は
退
学
や
除
名
と
明
記
さ
れ

て
い
な
い
潜
在
的
な
退
学
、
除
名
な
ど
の
ケ
ー
ス
を
「
不
詳
そ
の

他
」
に
繰
り
入
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は

非
在
籍
者
数
の
合
計
数
に
は
影
響
を
与
え
な
い
が
、
な
ぜ
「
収
納

簿
」
に
事
由
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
か
は
明
か
で
は
な
い
。
一

方
、
第
二
の
理
由
と
し
て
は
、「
不
詳
そ
の
他
」
の
ケ
ー
ス
に
実

際
に
は
在
籍
者
数
に
計
上
す
べ
き
ケ
ー
ス
が
混
在
し
て
い
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
は
、
当
該
年
度
の
在
籍
者
数
に
も
影

響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
前
項
で
示
し
た
表
四
で
は
「
収
納

簿
」
と
『
文
部
省
年
報
』
と
の
在
籍
者
数
の
差
異
を
検
討
し
た

が
、
一
九
三
三
年
度
よ
り
、『
文
部
省
年
報
』
記
載
の
在
籍
者
数

が
「
収
納
簿
」
在
籍
者
数
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
の
現
象
は
本
誌

前
号
の
拙
稿
で
試
み
た
、
一
九
二
三
年
度
か
ら
一
九
三
〇
年
度
ま

で
の
デ
ー
タ
の
比
較
結
果
に
は
見
ら
れ
ず
、
何
ら
か
の
原
因
が
一

九
三
〇
年
代
の
前
半
に
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

比
較
し
た
数
値
の
ズ
レ
が
第
二
の
理
由
で
あ
る
資
料
操
作
（
分
類

上
）
に
起
因
し
て
い
た
と
し
て
も
、「
収
納
簿
」
と
『
文
部
省
年

報
』
と
の
在
籍
者
数
の
差
異
は
、
一
九
三
三
年
度
か
ら
一
九
三
七

年
度
ま
で
の
範
囲
で
最
小
で
▲
二
八
人
で
あ
り
、
最
大
で
▲
六
〇

人
が
認
め
ら
れ
る
が
、
同
時
期
の
「
不
詳
そ
の
他
」
の
ケ
ー
ス
数

は
最
大
で
三
五
人
で
あ
り
、
資
料
操
作
だ
け
に
そ
の
原
因
を
求
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
実
際
に
は
第
一
と
第
二
の
理
由
が
複
合
し

て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
資
料
上
の
制
約
に
よ
り
現
時

点
で
は
そ
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
非
在
籍
者
の
事
由
の
う
ち
除
籍
事
由
の
ケ
ー
ス
の
推
移

に
注
目
す
る
と
、
一
九
三
四
年
度
よ
り
「
収
納
簿
」
上
の
記
載
回

数
の
減
少
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
現
象
の
原
因
は
、
一
九
三
四
年

度
の
学
則
改
定
に
と
も
な
い
、
除
籍
が
除
名
に
置
き
換
わ
っ
て

い
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
現
象
を
説
明
す
る
た
め
、
ま
ず
立
教

大
学
内
で
の
除
籍
と
い
う
用
語
の
使
用
例
か
ら
確
認
を
進
め
た

い
。
除
籍
と
い
う
用
語
は
、
本
誌
前
号
の
拙
稿
で
も
指
摘
し
た
通

り
⒀
、
一
九
二
〇
年
代
の
旧
制
の
立
教
大
学
学
則
上
に
は
記
載
が

な
い
用
語
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
調
査
に
よ
り
立
教
大
学
の
「
内

規
」
に
除
籍
の
使
用
例
を
確
認
し
た
。
当
該
資
料
を
引
用
す
る
と

左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
【
資
料
一
】　�「
授
業
料
滞
納
学
生
ノ
処
分
手
続
」（
立
教
大
学

「
諸
規
定
（
内
規
）」）

　
　

�

一
、　

授
業
料
（
校
費
其
他
大
学
ニ
納
入
シ
ベ
キ
金
ヲ
含
ム
）
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納
入
期
限
経
過
シ
尚
之
ヲ
納
入
セ
ザ
ル
学
生
ア
ル
ト
キ
〔
合

字
〕
ハ
会
計
課
ニ
於
テ
保
証
人
宛
催
促
状
ヲ
発
ス
ル
コ
ト

　
　

�
二
、　

全
校
ノ
手
続
ヲ
ナ
シ
テ
尚
納
入
セ
ザ
ル
モ
ノ
ニ
対
シ

テ
ハ
更
ニ
納
入
期
限
ヲ
明
示
シ
タ
ル
催
促
状
ヲ
発
シ
之
ニ
応

ゼ
ザ
ル
場
合
ハ
処
分
申
請
ノ
手
続
キ
ヲ
為
ス
ベ
シ
（
納
入
猶

予
期
限
ノ
経
過
シ
タ
ル
モ
ノ
ヽ
取
扱
モ
之
ニ
準
ズ
）

　
　

�

三
、　

授
業
料
滞
納
ニ
基
ク
処
分
申
請
ハ
会
計
課
ニ
於
テ
之

ヲ
立
案
シ
テ
学
生
課
ニ
廻
付
ス

　
　

�

四
、　

学
生
課
ニ
於
テ
ハ
前
項
ノ
処
分
申
請
ニ
ツ
キ
懇
切
ナ

ル
審
査
ヲ
行
ヒ
意
見
ヲ
具
シ
テ
申
請
書
ヲ
予
科
長
若
ク
ハ
学

部
長
ヲ
経
テ
学
長
ニ
廻
付
ス
ベ
シ

　
　

�

五
、　

決
裁
ヲ
経
タ
ル
申
請
書
ハ
教
務
課
及
学
生
課
ヲ
経
テ

会
計
課
ニ
差
戻
シ
夫
レ
々
々
記
帳
ノ
手
続
キ
ヲ
為
シ
ム
ベ
シ

　
　

�

六
、　

学
生
若
ク
ハ
保
証
人
ヨ
リ
授
業
料
納
入
猶
予
ヲ
願
出

デ
タ
ル
場
合
ハ
会
計
課
ニ
於
テ
受
付
ケ
学
生
課
ニ
於
テ
審
査

シ
予
科
長
若
ク
ハ
学
部
長
ニ
於
テ
之
ガ
決
裁
ヲ
ナ
シ
会
計
課

ヨ
リ
許
否
ヲ
本
人
ニ
回
答
セ
シ
ム

　
　
　

昭
和
七
年
五
月
六
日
（
申
合
事
項
）

　
　

�　

毎
学
期
ノ
始
メ
ヨ
リ
一
ヶ
月
以
内
ニ
学
費
ヲ
納
入
セ
サ
ル

学
生
ニ
対
シ
テ
ハ
会
計
課
ヨ
リ
督
促
状
ヲ
発
ス
。
更
ニ
二
週

間
後
滞
納
学
生
ニ
対
シ
納
入
期
限
ヲ
付
シ
テ
督
促
ヲ
為
シ
其

ノ
氏
名
ヲ
学
生
課
ニ
通
知
シ
学
生
課
ニ
於
テ
ハ
実
情
ヲ
調
査

シ
猶
予
ス
ベ
キ
モ
ノ
ニ
付
キ
テ
ハ
其
ノ
申
請
ヲ
為
ス
。

　
　

�

右
期
限
内
ニ
納
入
セ
サ
ル
学
生
ニ
付
テ
ハ
会
計
課
ヨ
リ
停
学

申
請
ヲ
為
シ
更
ニ
除
籍
申
請
ヲ
為
ス
コ
ト
。⒁
〔
傍
線
引
用
者
〕

　

右
に
引
用
し
た
資
料
一
は
授
業
料
を
滞
納
し
た
学
生
へ
の
事
務

対
応
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
資
料
末
尾
の
「
昭
和
七
年
五
月

六
日
（
申
合
事
項
）」
に
除
籍
の
使
用
例
が
見
ら
れ
る
。
資
料
一

に
あ
る
通
り
、
授
業
料
を
滞
納
し
た
学
生
へ
の
対
応
プ
ロ
セ
ス

は
、
授
業
料
の
収
納
を
所
管
し
て
い
た
会
計
課
が
当
該
学
生
の
処

分
を
立
案
し
、
学
生
課
に
回
付
す
る
と
あ
り
、
と
り
わ
け
、
会
計

課
と
学
生
課
の
申
合
事
項
に
は
停
学
お
よ
び
除
籍
の
申
請
は
会
計

課
が
立
案
・
申
請
す
る
と
あ
る
。
そ
の
後
、
学
生
部
で
の
学
生
に

対
す
る
審
査
を
経
て
予
科
長
ま
た
は
学
部
長
へ
回
付
し
、
そ
の

後
、
学
長
の
決
裁
を
仰
ぐ
。
学
長
の
決
裁
と
予
科
長
ま
た
は
学
部

長
の
決
裁
の
後
、
停
学
ま
た
は
除
籍
申
請
書
は
教
務
課
・
学
生
課

を
経
て
会
計
課
に
差
し
戻
さ
れ
る
と
あ
る
。
こ
の
一
連
の
プ
ロ
セ

ス
を
経
て
、
各
年
度
の
「
収
納
簿
」
に
除
籍
対
象
者
に
関
す
る
記

録
が
作
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
除
籍
と
除
名
と
の
差
異
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
本
誌
前
号
の
拙
稿
で
も
引
用
し
た
一
九
二
〇
年
代
の
立
教

大
学
学
則
（
一
九
二
一
年
制
定
）
に
は
除
名
に
該
当
す
る
事
由
と

し
て
、
第
二
節
第
廿
三
条
に
「
一
、
学
業
劣
等
若
ク
ハ
疾
病
ニ
ヨ

リ
成
業
ノ
見
込
ナ
キ
者　

二
、
出
席
常
ナ
ラ
サ
ル
者　

三
、
何
等
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ノ
事
故
ヲ
以
テ
ス
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ス
引
続
キ
一
ヶ
年
間
欠
席
シ
又
ハ

正
当
ノ
事
由
ナ
ク
シ
テ
一
ヶ
月
以
上
欠
席
シ
タ
ル
者　

四
、
在
学

六
年
ヲ
越
ヘ
尚
卒
業
セ
サ
ル
者
」
と
四
つ
の
項
目
が
設
け
ら
れ
て

い
る
が
、
授
業
料
滞
納
時
の
処
分
に
関
す
る
記
載
は
本
条
に
は
記

載
が
な
い
。
一
方
、
学
費
に
関
す
る
項
目
は
同
学
則
の
第
四
節
に

設
け
ら
れ
て
お
り
、
学
費
滞
納
者
に
対
す
る
処
分
に
関
す
る
規
定

は
第
卅
三
条
に
「
授
業
料
ヲ
滞
納
ス
ル
者
ハ
完
納
ノ
上
ニ
非
ラ
サ

レ
ハ
試
験
ヲ
受
ク
ル
事
ヲ
得
ス
」
と
の
記
載
が
見
ら
れ
、
退
学
や

除
名
と
は
別
の
規
定
と
し
て
存
在
し
て
い
た
⒂
。
そ
の
た
め
、
当

該
年
度
の
学
則
上
で
は
、
学
費
滞
納
を
事
由
と
し
て
除
名
規
定
を

適
用
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
、
授
業
へ
出
席

し
つ
つ
授
業
料
を
滞
納
し
て
い
た
者
に
対
し
て
は
、
学
則
に
規
定

さ
れ
た
除
名
と
は
異
な
っ
た
内
規
に
よ
る
停
学
お
よ
び
除
籍
処
分

が
実
施
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
除
籍
も
除
名
も
学
生

に
対
す
る
懲
戒
内
容
は
重
複
す
る
効
果
を
持
っ
て
お
り
、
学
則
の

運
用
上
に
問
題
を
生
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
一

九
三
四
年
度
の
学
則
改
定
時
に
は
、
除
名
に
該
当
す
る
事
由
と
し

て
旧
来
の
四
つ
の
項
目
の
ほ
か
に
、「
五
、
授
業
料
ノ
滞
納
一
学

期
以
上
ニ
及
フ
者
」（
第
廿
六
条
）
が
新
た
に
追
加
さ
れ
⒃
、
授
業

料
の
滞
納
者
に
対
し
て
の
処
分
は
、
内
規
に
よ
る
除
籍
処
分
か
ら

学
則
に
よ
る
除
名
処
分
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
学

則
の
改
定
と
運
用
の
変
化
に
よ
り
、
一
九
三
四
年
度
よ
り
「
収
納

簿
」
上
に
除
籍
の
記
載
が
減
少
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
⒄
。

　

次
に
研
究
科
、
学
部

本
科
と
予
科
の
所
属
別

に
区
分
し
た
年
度
別
の

非
在
籍
者
数
に
注
目
し

た
い
（
表
六
）。
前
号

本
誌
の
拙
稿
で
は
、
同

様
の
形
式
の
表
で
非
在

籍
者
数
の
所
属
別
の
割

合
を
検
討
し
た
結
果
、

一
九
二
三
年
度
か
ら
一

九
三
〇
年
度
ま
で
の
期

間
で
は
、
非
在
籍
者
数

全
体
に
対
す
る
予
科
の

非
在
籍
者
数
の
割
合
は

全
て
の
年
度
で
六
割
を

超
え
、
特
定
の
年
度
で

は
八
割
を
超
え
る
な
ど

の
現
象
が
見
ら
れ
た
た

め
、
立
教
大
学
に
お
け

る
非
在
学
者
数
は
予
科

生
徒
が
学
部
学
生
よ
り

も
高
い
割
合
を
占
め
て

い
る
と
概
括
し
た
⒅
。

表六　年度別所属別非在籍者数
� （単位 : 人，%）

年度 研究科 比率 本科 比率 予科 比率 合計 比率
1931 56 40.3� 83 59.7� 139 100.0�
1932 2 1.3� 59 37.8� 95 60.9� 156 100.0�
1933 2 1.7� 47 40.2� 68 58.1� 117 100.0�
1934 51 39.8� 77 60.2� 128 100.0�
1935 47 40.5� 69 59.5� 116 100.0�
1936 63 46.3� 73 53.7� 136 100.0�
1937 2 1.6� 46 35.7� 81 62.8� 129 100.0�

出典：付表一〇（一）～（八）より作成。
注：1931年度と1934年度、1935年度、1936年度の研究科は資料に非在籍者の記載がない。
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一
方
、
今
号
で
検
討
し
た
一
九
三
一
年
度
か
ら
一
九
三
七
年
度
ま

で
の
期
間
で
も
、
前
号
で
指
摘
し
た
傾
向
は
同
様
に
見
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
表
七
の
本
科
と
予
科
の
非
在
籍
者
数
の
割
合
は
、
お
お

よ
そ
四
対
六
で
推
移
し
て
い
る
の
が
確
認
で
き
、
一
九
二
〇
年
代

と
同
様
に
一
九
三
一
年
度
か
ら
一
九
三
七
年
度
ま
で
も
立
教
大
学

に
お
け
る
非
在
学
者
数
は
予
科
生
徒
が
学
部
学
生
よ
り
も
高
い
割

合
を
占
め
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
予
科
第
三

学
年
の
設
置
時
期
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
突
出
し
た
予
科
の
非
在
籍

者
数
の
増
加
は
、
当
該
年
度
間
に
は
見
ら
れ
な
い
。
加
え
て
、
当

該
年
度
間
の
予
科
の
非
在
籍
者
数
の
実
数
は
最
大
値
で
九
五
人
で

あ
り
、
一
九
二
七
年
度
か
ら
一
九
三
〇
年
度
ま
で
の
非
在
籍
者
数

の
実
数
が
一
〇
〇
名
を
超
え
て
い
た
時
期
に
比
べ
れ
ば
、
そ
の
流

動
性
は
低
く
な
っ
た
と
ま
と
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
一
九
三
一
年
度
か
ら
一
九
三
七
年
度
ま
で
の
応
召
者
に

つ
い
て
の
記
載
例
は
僅
か
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
応
召
者
は
学

則
上
、
休
学
扱
い
に
な
り
、
休
学
の
事
由
と
し
て
「
収
納
簿
」
上

に
「
応
召
」、「
入
営
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
る
。
今
回
、
当
該
年
度

の
「
収
納
簿
」
か
ら
確
認
で
き
た
事
例
は
、
具
体
的
に
は
、
一
九

三
四
年
度
は
二
人
（
予
科
商
科
と
経
済
学
部
経
済
学
科
に
各
一

人
）、
一
九
三
五
年
度
は
二
人
（
予
科
文
科
と
同
商
科
に
各
一

人
）、
一
九
三
七
年
度
に
四
人
（
予
科
商
科
に
二
人
、
経
済
学
部

商
学
科
に
一
人
、
研
究
科
に
一
人
）
の
計
八
例
で
あ
る
⒆
。

（
三
）「
外
国
人
姓
名
」
在
籍
者
数
推
計

　

本
項
で
は
当
該
時
期
の
立
教
大
学
に
お
け
る
「
外
国
人
姓
名
」

の
在
籍
者
数
推
計
を
概
観
し
た
い
。
た
だ
し
、
一
九
三
一
年
度
以

降
か
ら
数
年
間
分
は
、
前
述
し
た
通
り
、
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン

タ
ー
が
所
蔵
す
る
「
学
事
年
報
報
告
書
（
控
）」
か
ら
も
戸
籍

別
・
国
籍
別
の
外
国
人
留
学
生
の
在
籍
者
数
を
抽
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
た
め
以
下
で
は
、
前
号
本
誌
の
拙
稿
で
の
分
析
手

順
を
変
え
て
、
ま
ず
「
学
事
年
報
報
告
書
（
控
）」
に
依
拠
し
て

一
九
三
一
年
度
か
ら
一
九
四
二
年
度
ま
で
の
留
学
生
の
在
籍
者
状

況
を
概
観
し
、
朝
鮮
人
留
学
生
が
立
教
大
学
の
留
学
生
全
体
の
大

半
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
言
及
す
る
。
つ
い
で
、「
収
納
簿
」
に

記
載
の
あ
る
「
外
国
人
姓
名
」
の
在
籍
者
数
推
計
お
よ
び
非
在
籍

者
数
推
計
を
、『
文
部
省
年
報
』
記
載
の
外
国
人
在
籍
者
数
推
計

お
よ
び
同
年
報
が
統
計
を
調
製
す
る
際
に
利
用
し
た
と
推
定
さ
れ

る
、「
学
事
年
報
報
告
書
（
控
）」
か
ら
作
成
し
た
外
国
人
留
学
生

の
在
籍
者
推
計
と
比
較
し
、
そ
の
差
異
を
述
べ
る
。
こ
の
比
較
作

業
を
通
じ
て
、「
収
納
簿
」
に
記
載
さ
れ
た
「
外
国
人
姓
名
」
の

出
身
地
や
『
文
部
省
統
計
』
に
見
ら
れ
る
外
国
人
の
範
囲
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。
最
後
に
「
収
納
簿
」
記
載
の
「
外
国
人
姓
名
」

在
籍
者
推
計
を
利
用
し
て
、
一
九
三
一
年
度
か
ら
一
九
三
七
年
度

ま
で
の
年
度
別
学
部
学
科
別
の
在
籍
状
況
を
確
認
し
た
い
。

　

資
料
上
の
制
約
に
よ
り
財
団
法
人
立
教
学
院
が
成
立
し
た
一
九

三
一
年
度
か
ら
戦
時
下
に
あ
っ
た
一
九
四
二
年
度
ま
で
の
期
間
に
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限
定
さ
れ
る
が
、
立
教
大
学
に
お
け
る
外

国
人
留
学
生
の
在
籍
者
状
況
を
戸
籍
・
国

籍
別
に
整
理
す
る
と
表
七
の
通
り
で
あ

る
。「
学
事
年
報
報
告
書
（
控
）」
か
ら
は

留
学
生
の
戸
籍
お
よ
び
国
籍
の
記
載
か
ら

そ
の
出
身
地
を
推
定
で
き
る
が
、
こ
の
資

料
に
依
拠
し
て
留
学
生
の
出
身
地
を
列
挙

す
る
と
、
日
本
の
植
民
地
で
あ
っ
た
朝
鮮

や
台
湾
の
ほ
か
に
、「
満
洲
国
」
や
中
華

民
国
お
よ
び
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
米

国
、
ド
イ
ツ
が
確
認
で
き
る
⒇
。
同
表
に

見
え
る
よ
う
に
、
朝
鮮
人
留
学
生
が
立
教

大
学
に
お
け
る
留
学
生
全
体
の
七
割
～
九

割
を
占
め
て
い
た
。
つ
い
で
留
学
生
の
割

合
が
高
い
の
が
台
湾
出
身
の
留
学
生
で
あ

り
、
タ
イ
出
身
の
留
学
生
が
そ
れ
に
続
く

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
出
身

地
別
に
当
該
時
期
の
在
籍
留
学
生
を
整
理

す
る
と
、
朝
鮮
出
身
者
に
台
湾
出
身
者
を

加
え
た
植
民
地
出
身
の
留
学
生
が
全
体
の

八
割
以
上
を
構
成
し
て
い
た
と
ま
と
め
ら

れ
る
㉑
。
ま
た
、
表
八
は
一
九
三
一
年
度

か
ら
一
九
四
二
年
度
ま
で
の
立
教
大
学
の

表七　年度別国籍・戸籍別立教大学留学生在籍者数（1931年度～1942年度）
� （単位：人，％）
年度 朝鮮 台湾 小計 (A) 「満洲国」中華民国 タイ その他 小計 (B) 留学生合計
1931 34 82.9 5 12.2 39 95.1 0 1 0 1 2 4.9 41 100.0
1932 37 92.5 3 7.5 40 100.0 0 0 0 0 0 0.0 40 100.0
1933 30 93.8 2 6.3 32 100.0 0 0 0 0 0 0.0 32 100.0
1934 36 76.6 6 12.8 42 89.4 0 2 3 0 5 10.6 47 100.0
1935 43 75.4 5 8.8 48 84.2 1 4 4 0 9 15.8 57 100.0
1936 55 70.5 5 6.4 60 76.9 2 4 11 1 18 23.1 78 100.0
1937 69 77.5 3 3.4 72 80.9 3 5 9 0 17 19.1 89 100.0
1938 92 83.6 6 5.5 98 89.1 2 0 8 2 12 10.9 110 100.0
1939 116 84.1 6 4.3 122 88.4 2 0 11 3 16 11.6 138 100.0
1940 124 86.1 8 5.6 132 91.7 1 0 9 2 12 8.3 144 100.0
1941 89 83.2 10 9.3 99 92.5 1 2 5 0 8 7.5 107 100.0
1942 77 81.1 11 11.6 88 92.6 0 1 6 0 7 7.4 95 100.0
典拠：�『昭和六年度起　学事年報報告書綴』（一）・（二）所収の各年度の「学事年報報告書（控）」

より作成。
注：1）各年度 3月 1日現在の数値。
　　2）各年度の値は、研究科、学部（選科生含む）、予科の在籍者数を合算値を示す。
　　3)�朝鮮、台湾、および小計 (A)・(B) のみ割合を算出し、それ以外については煩雑になるため

省略した。
　　4）原資料に当該項目がない場合でも 0を計上した。
　　5）�原資料には 1943 年度分の「学事報告書（控）」は欠落。1944 年度分以降は形式が異なる

ため採録しなかった。
　　6）その他は、ドイツ（1931 年度 1人）、フィリピン（1936 年度 1人）、米国を含む。
　　7）�各年度の『文部省年報』では外国人として小計 (B) の値を掲示している。ただし、1936 年

度は選科生の値が異なるため原資料と『文部省年報』との数値は一致しない。
　　8）�各年度の原史料にある「退学者」は計上していない。なお、「退学者」事由としては、た

とえば、1931 年度には非該当の項目も含めて疾病、他校への転学、本大学内の転科、家
事都合、長期欠席及授業料滞納、死亡が挙げられている。
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全
在
籍
者
数
の
な
か
に
留
学
生
が
占
め
る
割
合
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
割
合
は
二
～
七
％
程
度
で
推
移
し
て
お
り
、
一
九

四
〇
年
度
ま
で
は
年
度
を
追
う
毎
に
、
在
籍
者
数
全
体
の
増
加
傾

向
と
同
様
に
留
学
生
の
割
合
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
以
上
を
ま
と

め
る
と
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
四
〇
年
代
初
頭
の
立
教
大
学

の
拡
張
期
に
あ
た
る
時
期
に
お
い
て
、
留
学
生
は
一
九
三
六
年
度

以
降
は
立
教
大
学
の
全
在
籍
者
数
の
な
か
で
五
％
以
上
を
占
め
て

い
た
よ
う
に
、
立
教
大
学
に
お
い
て
一
定
の
規
模
を
保
持
し
て
お

り
、
と
り
わ
け
朝
鮮
人
留
学
生
は
当
該
時
期
の
立
教
大
学
に
お
け

る
留
学
生
を
構
成
し
た
主
要
な
集
団
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
。

　

次
に
、
当
該
時
期
の
立
教
大
学
の
朝
鮮
人
留
学
生
に
限
定
し
て

年
度
別
に
学
部
学
科
別
の
在
籍
者
数
の
分
布
を
見
て
み
よ
う
（
表

九
）。
朝
鮮
人
留
学
生
に
限
定
し
て
分
析
し
た
理
由
は
、
朝
鮮
人

留
学
生
が
全
留
学
生
の
な
か
で
大
部
分
を
占
め
て
い
た
た
め
、
立

教
大
学
に
お
け
る
留
学
生
の
代
表
性
を
有
し
て
い
た
と
見
な
せ
る

か
ら
で
あ
る
。
表
九
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
該
時
期
の
立
教
大

学
に
在
籍
し
た
朝
鮮
人
留
学
生
の
分
布
の
特
徴
は
、
予
科
と
学
部

い
ず
れ
の
在
籍
者
数
に
も
増
加
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
点
に
あ
る
。

予
科
と
学
部
で
在
籍
者
数
の
差
異
が
大
き
く
現
れ
る
の
は
、
一
九

三
六
年
度
か
ら
一
九
三
八
年
度
ま
で
の
三
年
間
で
あ
り
、
予
科
在

籍
者
数
が
学
部
在
籍
者
数
を
二
〇
人
程
度
上
回
る
。
そ
の
後
、
経

済
学
部
の
定
員
数
が
三
六
〇
人
か
ら
四
八
〇
人
に
増
加
し
た
一
九

三
九
年
度
と
そ
の
翌
年
は
と
り
わ
け
、
経
済
学
部
に
お
け
る
朝
鮮

人
留
学
生
の
在
籍
者
数
に
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
同

時
期
に
立
教
大
学
予
科
を
修
了
し
た
朝
鮮
人
留
学
生
が
同
経
済
学

部
へ
入
学
し
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
予
科
の
在
籍
者
数

を
文
科
在
籍
者
と
商
科
在
籍
者
に
弁
別
で
き
る
一
九
三
八
年
度
ま

で
に
限
ら
れ
る
が
㉒
、
朝
鮮
人
留
学
生
の
予
科
在
籍
者
は
商
科
よ

り
も
文
科
に
在
籍
し
て
い
た
も
の
が
多
く
、
学
部
在
籍
者
は
経
済

表八　年度別立教大学留学生在籍者数と全在籍者
　　　数に占める割合（1931年度～1942年度）
� （単位 : 人，%）
年度 留学生数 在籍者数全体
1931 � 41 3.2 1278 100.0
1932 � 40 2.9 1375 100.0
1933 � 32 2.2 1423 100.0
1934 � 47 3.4 1396 100.0
1935 � 57 4.0 1415 100.0
1936 � 78 5.3 1481 100.0
1937 � 89 5.8 1543 100.0
1938 110 6.8 1621 100.0
1939 138 7.8 1758 100.0
1940 144 7.6 1893 100.0
1941 107 6.3 1701 100.0
1942 � 95 5.5 1727 100.0

典拠：�『昭和六年度起　学事年報報告書綴』（一）・（二）所収の
各年度の「学事年報報告書（控）」および『文部省年報』
各年度版より作成。

注：1）各年度3月1日現在の数値。
　　2）�「学事年報報告書（控）」と『文部省年報』の記載数値

に差異が見られる年度があるが、資料のまま掲載した。
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学
部
に
在
籍
し
て
い
た
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
が
全
体
的
な
傾
向

と
し
て
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
一
九
三
八
年
度
か
ら
数
年
間

は
、
文
学
部
の
朝
鮮
人
留
学
生
の
在
籍
者
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る

た
め
、
以
上
の
所
属
別
の
動
向
の
ほ
か
に
、
全
体
的
な
傾
向
と
し

て
は
、
一
九
三
〇
年
代
中
葉
に
朝
鮮
人
予
科
生
徒
が
入
学
し
、
そ

の
後
、
予
科
を
修
了
し
た
朝
鮮
人
留
学
生
が
一
九
三
〇
年
代
後
半

に
立
教
大
学
両
学
部
の
本
科
に
順
次
、
入
学
し
て
い
き
、
そ
れ
が

当
該
年
度
に
お
け
る
留
学
生
の
在
籍
者
数
の
増
加
を
構
成
し
た
と

見
な
せ
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
表
九
で
注
記
し
た
通
り
、
一
九
四
二

年
度
の
文
学
部
に
お
け
る
留
学
生
の
所
属
先
は
、
二
一
人
中
一
八

名
が
選
科
生
で
あ
り
、
前
年
度
ま
で
と
大
き
く
構
成
を
異
に
す

る
。
戦
時
下
に
学
部
本
科
生
で
は
な
く
選
科
生
と
し
て
多
く
の
朝

鮮
人
留
学
生
が
文
学
部
に
在
籍
し
た
点
に
関
す
る
分
析
は
今
後
、

当
該
年
度
の
「
収
納
簿
」
を
検
討
す
る
機
会
に
譲
り
た
い
。

　

次
に
、「
収
納
簿
」
に
見
ら
れ
る
「
外
国
人
姓
名
」
の
在
籍
者

数
・
非
在
籍
者
数
を
、『
文
部
省
年
報
』
の
記
載
の
外
国
人
在
籍

者
数
と
右
で
扱
っ
た
「
学
事
年
報
報
告
書
（
控
）」
に
見
ら
れ
る

留
学
生
の
在
籍
者
数
（
表
七
）
と
を
比
較
し
、
そ
れ
ら
の
資
料
に

記
載
さ
れ
た
数
値
の
異
同
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
第
一
に
「
収
納

簿
」
に
記
載
さ
れ
た
当
該
年
度
間
に
お
け
る
「
外
国
人
姓
名
」
の

在
籍
者
の
出
身
地
を
推
定
し
、
第
二
に
『
文
部
省
統
計
』
に
見
ら

れ
る
外
国
人
在
籍
者
欄
に
日
本
の
植
民
地
出
身
者
が
内
包
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
い
。
三
つ
の
資
料
の
当
該
デ
ー
タ
を

表九　 年度別学部学科別朝鮮人留学生在籍者数
� （単位：人）

年度 研究科 文学部 経済学部 学部
合計

予科 予科
合計 総計英文学科哲学科史学科宗教学科 小計 商学科経済学科 小計 文科 商科

1931 0 3 0 1 0 4 8 6 14 18 12 4 16 34
1932 0 4 2 0 0 6 7 6 13 19 14 4 18 37
1933 0 5 2 2 0 9 5 1 6 15 10 5 15 30
1934 0 6 2 4 0 12 1 2 3 15 15 6 21 36
1935 1 7 1 3 0 11 3 5 8 19 17 6 23 43
1936 0 6 0 1 0 7 3 4 7 14 29 12 41 55
1937 0 4 0 2 1 7 3 6 9 16 35 18 53 69
1938 0 11 1 3 1 16 4 10 14 30 31 31 62 92
1939 0 17 3 8 1 29 12 28 40 69 － 47 116
1940 0 16 3 9 0 28 15 35 50 78 － 46 124
1941 2 4 3 7 2 16 6 25 31 47 － 40 89
1942 2 3 5 8 4 21 6 27 33 54 － 21 77
典拠：�『昭和六年度起　学事年報報告書綴』（一）・（二）所収の各年度の「学事年報報告書（控）」

より作成。
注：1）各年度 3月 1日現在の数値。
　　2）選科生は学部の値に含む。なお、1942 年度は文学部選科生は 18 名を数える。
　　3）原資料に当該項目がない場合でも 0を計上した。
　　4）�1939 年度以降、原史料の予科在籍者数欄に文科・商科を弁別した記載がなくなるため、

予科合計のみ計上した。
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年
度
別
に
比
較
し
た
も
の
が
表
十
で
あ
る
。
同
表
の
（
Ａ
）、

（
Ｂ
）、（
Ｃ
）
は
「
収
納
簿
」
に
記
載
さ
れ
た
「
外
国
人
姓
名
」

の
学
生
・
生
徒
を
年
度
毎
に
集
計
し
た
数
値
で
あ
る
。（
Ａ
）
は

在
籍
者
数
、（
Ｂ
）
は
非
在
籍
者
数
を
示
し
、（
Ｃ
）
は
（
Ａ
）
と

（
Ｂ
）
を
合
計
し
た
記
載
者
数
を
示
す
。（
Ｄ
）
は
『
文
部
省
年

報
』
に
記
載
さ
れ
た
年
度
毎
の
外
国
人
在
籍
者
数
で
あ
る
。

（
Ｅ
）、（
Ｆ
）、（
Ｇ
）
は
「
学
事
年
報
報
告
書
（
控
）」
に
見
ら
れ

る
留
学
生
の
在
籍
者
数
を
も
と
に
年
度
毎
に
集
計
し
た
数
値
で
あ

る
。（
Ｅ
）
は
朝
鮮
お
よ
び
台
湾
出
身
者
を
年
度
毎
に
集
計
し
た

数
値
で
あ
り
、
表
七
の
「
小
計
（
Ａ
）」
と
一
致
し
、（
Ｆ
）
は
留

学
生
の
う
ち
朝
鮮
、
台
湾
以
外
の
出
身
者
を
集
計
し
た
同
表
の

「
小
計
（
Ｂ
）」
と
一
致
す
る
。（
Ｇ
）
は
、（
Ｅ
）
と
（
Ｆ
）
の
合

計
値
で
あ
る
。

　

ま
ず
確
認
し
た
い
点
は
、（
Ｄ
）『
文
部
省
年
報
』
と
（
Ｆ
）
の

「
学
事
年
報
報
告
書
（
控
）」
に
見
ら
れ
る
外
国
人
の
在
籍
者
数
で

あ
る
。
両
列
の
値
は
、
一
九
三
六
年
度
を
除
い
て
一
致
す
る
た

め
、『
文
部
省
年
報
』
に
お
け
る
立
教
大
学
の
項
目
の
外
国
人
の

数
値
は
、
朝
鮮
出
身
者
や
台
湾
出
身
者
を
除
い
た
外
国
人
留
学
生

の
集
計
値
で
あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
㉓
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
る

と
、『
文
部
省
年
報
』
に
お
け
る
立
教
大
学
の
項
目
の
在
籍
者
数

に
は
、
朝
鮮
人
留
学
生
や
台
湾
人
留
学
生
を
含
ん
だ
数
値
が
計
上

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
同
年
報
の
立
教
大

学
に
関
す
る
在
籍
者
統
計
で
は
、
国
籍
に
よ
っ
て
弁
別
し
た
数
値

表十　 年度別「外国人姓名」の在籍者・非在籍者推計と 
『文部省年報』記載外国人在籍者数

� （単位：人）

年度 (A）在籍者数 (B）�非在籍者
数

（C）�記載学生
数

(D)�文部省年
報

(E)�学事年報
（朝鮮・台湾）

(F)�学事年報
（外国人）

(G)�学事年報
（全体）

1931 37 11 48 � 2 39 � 2 41
1932 36 13 49 � 0 40 � 0 40
1933 35 � 7 42 � 0 32 � 0 32
1934 45 � 5 50 � 5 42 � 5 47
1935 55 15 70 � 9 48 � 9 57
1936 68 18 86 17 60 18 78
1937 73 14 87 17 72 17 89
出典：�立教大学「収納簿」（1931 年度～ 1937 年度）、『文部省年報』各年度版、表 10 典拠の『昭

和六年度起　学事年報報告書綴）』（一）・（二）より作成。
注：1）�「外国人姓名」とは「収納簿」に記載される姓名のうち、漢字圏出身の 1字姓と判別でき

る者もしくは姓名が片仮名表記の者の集計値を指す。
　　2）(D) の文部省年報は、同年報記載の外国人在籍者数を示す。
　　3）�(E) は「学事年報報告書（控）」に記載された朝鮮人・台湾人在籍者数を示し、表七の小計

（A）と同じ。
　　4）�(F) は「学事年報報告書（控）」に記載された外国人在籍者数を示し、表七の小計（B）と

同じ。
　　5）(G) は (E) と (F) の合計値。
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だ
け
を
外
数
と
し
て
掲
出
し
、
戸
籍
に
よ
っ
て
弁
別
し
た
数
値
は

掲
示
し
て
い
な
い
と
ま
と
め
ら
れ
る
。
つ
い
で
、（
Ｇ
）「
学
事
年

報
報
告
書
（
控
）」
の
在
籍
留
学
生
の
合
計
値
と
、「
収
納
簿
」
か

ら
抽
出
し
た
「
外
国
人
姓
名
」
の
（
Ａ
）
在
籍
者
数
と
（
Ｃ
）
記

載
者
数
と
を
比
較
す
る
と
、（
Ｇ
）
の
値
は
（
Ａ
）
の
値
と
近
似

す
る
年
度
が
多
く
見
ら
れ
る
。
両
者
の
値
が
完
全
に
一
致
し
な
い

原
因
は
、『
文
部
省
年
報
』
の
在
籍
者
数
と
「
収
納
簿
」
に
記
載

さ
れ
た
在
籍
者
数
と
を
比
較
し
た
表
四
で
述
べ
た
、
両
資
料
に
見

ら
れ
る
値
の
差
異
を
生
み
出
し
た
原
因
と
同
様
に
、
集
計
日
時
の

違
い
に
由
来
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
一
九
三
七
年
度
に

関
し
て
は
、（
Ｇ
）
の
値
が
他
の
年
度
の
値
以
上
に
（
Ａ
）
の
値

と
乖
離
し
、
さ
ら
に
非
在
籍
者
数
を
含
ん
だ
（
Ｃ
）
の
値
以
上
の

数
値
を
記
録
し
て
い
る
。
一
九
三
七
年
度
の
両
資
料
に
見
ら
れ
る

数
値
が
乖
離
し
た
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
、
一
九
三
七
年
度
の

「
収
納
簿
」
に
記
載
さ
れ
た
「
外
国
人
姓
名
」
の
非
在
籍
者
に
該

当
す
る
ケ
ー
ス
の
な
か
に
、「
学
事
年
報
報
告
書
（
控
）」
で
は
在

籍
者
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
第
二
に
、「
外
国
人
姓
名
」
と
い
う
記
載
さ
れ
た
姓
名
表
記

か
ら
留
学
生
を
弁
別
す
る
手
法
上
の
限
界
が
想
定
さ
れ
る
。
た
と

え
ば
、
米
国
の
国
籍
を
取
得
し
た
日
系
二
世
の
留
学
生
は
、
姓
名

表
記
を
も
と
に
し
た
分
類
で
は
「
収
納
簿
」
の
「
外
国
人
姓
名
」

の
集
計
に
含
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
二
の

想
定
は
、
一
九
三
七
年
度
に
前
掲
表
七
の
「
そ
の
他
」
欄
に
該
当

す
る
留
学
生
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
や
は
り
第
一
の

想
定
が
両
者
の
数
値
が
乖
離
し
た
有
力
な
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ

よ
う
㉔
。

　

最
後
に
、「
収
納
簿
」
を
利
用
し
て
、
当
該
時
期
の
立
教
大
学

に
お
け
る
「
外
国
人
姓
名
」
の
在
籍
者
と
記
載
者
を
年
度
別
・
学

部
学
科
別
・
学
年
別
の
分
布
を
見
て
み
る
と
、
表
十
一
（
一
）
と

表
十
一
（
二
）
の
通
り
で
あ
る
。
本
誌
前
号
の
拙
稿
で
も
同
形
式

の
表
を
利
用
し
て
分
析
を
試
み
て
、
一
九
二
五
年
度
か
ら
一
九
三

〇
年
度
ま
で
の
「
外
国
人
姓
名
」
の
在
籍
者
は
、
予
科
在
籍
者
数

が
特
に
拡
大
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
㉕
。
表
十
一
（
一
）

の
予
科
在
籍
者
数
の
合
計
で
あ
る
「
予
科
計
」
の
欄
を
見
る
と
、

一
九
三
一
年
度
か
ら
一
九
三
七
年
度
の
予
科
在
籍
者
数
も
同
様
に

増
加
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
当
該
年
度
の
予
科
在
籍
者
数

の
内
訳
を
見
る
と
、
商
科
よ
り
も
文
科
に
在
籍
し
た
「
外
国
人
姓

名
」
の
生
徒
数
が
多
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

む
す
び
に
か
え
て

　

本
稿
で
は
立
教
大
学
財
務
部
経
理
課
が
所
蔵
す
る
「
収
納
簿
」

を
用
い
て
、
一
九
三
一
年
度
か
ら
一
九
三
七
年
度
ま
で
の
立
教
大

学
在
籍
者
数
の
推
計
を
試
み
た
。
加
え
て
、
当
該
時
期
の
留
学
生

に
つ
い
て
は
「
学
事
年
報
報
告
書
（
控
）」
を
用
い
た
分
析
も
行

な
っ
た
。
本
稿
で
言
及
し
た
諸
点
を
要
約
す
る
と
次
の
通
り
で
あ

る
。
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表十一（一）年度別学部学科別学年別立教大学「外国人姓名」在籍者推計� （単位：人）
学科・学年

年度 研究科 文学部本科 経済学部本科 本科計1 2 3 小計 1 2 3 小計
1931 1 1 0 1 2 5 4 2 11 13
1932 0 4 1 0 5 1 5 3 9 14
1933 0 6 4 1 11 2 1 5 8 19
1934 0 5 4 5 14 4 2 1 7 21
1935 1 6 4 4 14 5 5 2 12 26
1936 1 1 3 3 7 2 5 5 12 19
1937 1 5 1 2 8 7 0 5 12 20

学科・学年
年度

予科文科 予科商科 予科計 合計1 2 3 小計 1 2 3 小計
1931 3 8 6 17 2 1 3 6 23 37
1932 6 4 6 16 2 3 1 6 22 36
1933 1 5 4 10 2 2 2 6 16 35
1934 10 1 4 15 6 1 2 9 24 45
1935 9 5 1 15 9 4 0 13 28 55
1936 18 7 4 29 8 7 4 19 48 68
1937 11 18 2 31 8 7 6 21 52 73

出典：立教大学「収納簿」（1931 年度～ 1937 年度）より作成。
注：1936 年度経済学部本科 1年に選科生 1名を含む。

表十一（二）　年度別学部学科別学年別立教大学「外国人姓名」記載者集計� （単位：人）
学科・学年

年度 研究科 文学部本科 経済学部本科 本科計1 2 3 小計 1 2 3 小計
1931 2 3 0 1 4 7 5 3 15 19
1932 1 6 2 0 8 4 5 3 12 20
1933 0 8 4 1 13 4 1 5 10 23
1934 0 6 5 5 16 4 2 1 7 23
1935 1 7 6 5 18 5 5 2 12 30
1936 1 3 6 4 13 2 5 5 12 25
1937 2 5 1 3 9 8 1 5 14 23

学科・学年
年度

予科文科 予科商科 予科計 合計1 2 3 小計 1 2 3 小計
1931 4 9 6 19 2 1 5 8 27 48
1932 8 4 7 19 4 3 2 9 28 49
1933 1 6 4 11 3 2 3 8 19 42
1934 13 1 4 18 6 1 2 9 27 50
1935 12 10 1 23 10 5 1 16 39 70
1936 23 9 4 36 11 8 5 24 60 86
1937 11 25 2 38 9 9 6 24 62 87

出典：立教大学「収納簿」（1931 年度～ 1937 年度）より作成。
注：1936 年度経済学部本科 1年に選科生 1名を含む。
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第
一
に
、
当
該
時
期
に
お
け
る
立
教
大
学
の
在
籍
者
数
の
概
要

に
つ
い
て
言
及
し
、
当
該
時
期
に
お
い
て
は
立
教
大
学
の
在
籍
者

数
は
一
定
規
模
以
上
を
維
持
し
、
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
た
。
そ
の
増
加
傾
向
を
支
え
た
の
は
、
一
九
二
八
年
度
の
予

科
第
三
学
年
の
設
置
以
降
の
予
科
在
籍
者
数
の
拡
大
に
あ
っ
た

が
、
一
九
二
八
年
度
よ
り
定
員
数
に
変
化
は
な
か
っ
た
た
め
、
予

科
は
定
員
数
を
超
え
た
在
籍
者
数
を
保
持
し
つ
づ
け
て
い
た
。
一

方
、
学
部
の
場
合
は
文
学
部
と
経
済
学
部
を
合
わ
せ
た
在
籍
者
数

合
計
に
大
き
な
変
動
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
両
学
部
の
在
籍
者

数
の
傾
向
に
は
差
異
が
見
ら
れ
、
当
該
時
期
に
お
い
て
は
年
度
を

経
る
毎
に
文
学
部
の
在
籍
者
数
が
減
少
し
、
経
済
学
部
の
在
籍
者

数
が
増
加
し
た
。
ま
た
、
当
該
年
度
の
「
収
納
簿
」
と
『
文
部
省

年
報
』
と
に
記
載
さ
れ
た
在
籍
者
数
の
推
計
値
を
比
較
す
る
と
差

異
が
見
ら
れ
、「
収
納
簿
」
に
記
載
さ
れ
た
在
籍
者
数
の
推
計
値

は
『
文
部
省
年
報
』
よ
り
も
少
な
い
値
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は

「
外
国
人
姓
名
」
の
在
籍
者
推
計
に
際
し
て
も
同
様
の
傾
向
が
指

摘
で
き
る
。

　

第
二
に
、「
収
納
簿
」
を
利
用
し
て
当
該
時
期
に
お
け
る
事
由

別
の
在
籍
者
お
よ
び
非
在
籍
者
数
の
推
移
を
検
討
し
た
。
当
該
時

期
に
お
け
る
立
教
大
学
の
非
在
籍
者
数
の
「
収
納
簿
」
記
載
者
数

に
対
す
る
割
合
は
、
七
～
十
％
で
あ
り
、
一
定
規
模
の
退
学
者
や

除
名
者
が
確
認
さ
れ
た
。
ケ
ー
ス
別
の
変
化
に
注
目
す
る
と
、

「
不
詳
そ
の
他
」
と
「
除
籍
」
に
区
分
さ
れ
た
非
在
籍
者
数
に
変

化
が
あ
っ
た
。
前
者
は
年
度
を
経
る
毎
に
増
加
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
そ
の
原
因
を
究
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
後
者
は
一

九
三
四
年
度
を
境
に
大
き
な
減
少
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
原
因
に

学
則
の
変
更
と
内
規
の
運
用
の
変
更
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、「
収

納
簿
」
で
確
認
で
き
た
範
囲
に
と
ど
ま
る
が
、
予
科
の
非
在
籍
者

数
の
変
化
に
注
目
す
る
こ
と
で
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
見
ら
れ
た

予
科
の
流
動
性
が
一
九
三
〇
年
代
に
は
低
下
し
て
い
っ
た
こ
と
を

確
認
し
た
。

　

第
三
に
、「
学
事
年
報
報
告
書
（
控
）」
を
利
用
し
て
、
一
九
三

一
年
度
か
ら
一
九
四
二
年
度
ま
で
の
戸
籍
・
国
籍
別
の
留
学
生
の

在
籍
者
推
計
を
提
示
し
、
当
該
時
期
の
立
教
大
学
に
お
い
て
は
朝

鮮
人
留
学
生
が
留
学
生
全
体
の
七
～
八
割
を
占
め
て
い
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
加
え
て
、
当
該
時
期
は
留
学
生
全
体
の
在
籍
者

数
も
年
度
を
追
う
毎
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
立
教
大
学
の
在
籍
者

数
に
占
め
る
留
学
生
の
在
籍
者
数
の
割
合
は
二
～
七
％
で
あ
っ
た

こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、「
学
事
年
報
報
告
書
（
控
）」
と
『
文

部
省
年
報
』
と
の
対
照
作
業
を
通
じ
て
、『
文
部
省
年
報
』
に
記

載
さ
れ
た
立
教
大
学
の
項
目
の
外
国
人
在
籍
者
に
は
植
民
地
出
身

者
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

最
後
に
課
題
を
挙
げ
る
と
、
第
一
に
、
前
号
本
誌
の
拙
稿
で
指

摘
し
た
よ
う
に
非
在
籍
者
の
下
位
区
分
に
分
類
上
の
課
題
が
あ

る
。
と
り
わ
け
、「
収
納
簿
」
を
も
と
に
し
た
一
九
三
七
年
度
の

推
計
値
に
は
問
題
点
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
収
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納
簿
」
の
一
九
三
八
年
度
以
降
の
集
計
作
業
を
取
り
ま
と
め
る
な

か
で
、
デ
ー
タ
を
再
精
査
し
て
い
き
た
い
。
第
二
に
、
右
で
要
約

し
た
よ
う
な
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
立
教
大
学
の
留
学
生
の
増

加
傾
向
と
そ
れ
を
支
え
た
朝
鮮
人
留
学
生
を
中
心
と
し
た
留
学
生

の
構
成
は
、
前
号
本
誌
の
拙
稿
で
指
摘
し
た
一
九
二
〇
年
代
の
留

学
生
（「
外
国
人
姓
名
」）
の
在
籍
者
数
の
増
加
傾
向
や
留
学
生
の

構
成
と
も
一
致
す
る
と
推
測
で
き
る
。
つ
ま
り
、
一
九
三
一
年
度

以
降
に
留
学
生
の
構
成
が
突
然
変
化
し
た
と
は
考
え
難
い
た
め
、

一
九
二
〇
年
代
の
「
収
納
簿
」
に
お
け
る
「
外
国
人
姓
名
」
の
記

載
者
も
多
く
が
朝
鮮
人
留
学
生
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
の
点
の
考
証
に
は
学
内
の
別
資
料
で
あ
る
「
学
籍

簿
」
を
通
じ
た
検
証
が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

記
述
で
は
な
か
っ
た
。
正
し
く
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
三
一
年
度
以
降
の

姓
名
の
記
載
順
序
は
学
部
学
科
別
学
年
別
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
で
あ
り
、
戦
時

下
の
一
九
四
二
年
度
か
ら
再
度
、
同
い
ろ
は
順
へ
変
更
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
四
四

年
度
か
ら
同
五
十
音
順
に
変
更
さ
れ
る
。
戦
後
は
一
九
四
六
年
度
の
簿
冊
か
ら
再

度
、
同
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
変
更
さ
れ
る
（
一
九
五
一
年
度
収
納
簿
ま
で
の
記

載
を
確
認
し
た
）。
こ
こ
に
伏
し
て
訂
正
し
た
い
。

�

　

な
お
、
旧
制
の
立
教
大
学
の
在
籍
者
数
を
扱
っ
た
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
前
号

で
言
及
し
た
も
の
の
ほ
か
に
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。「
解
説　

表
一　

立
教
大

学
学
生
・
生
徒
数
の
変
遷
（
一
九
二
二
～
一
九
四
五
）」（
奈
須
恵
子
・
山
田
昭

次
・
永
井
均
・
豊
田
雅
幸
・
茶
谷
誠
一
編
『
遠
山
郁
三
日
誌　

一
九
四
〇
～
一
九

四
三
年
：
戦
時
下
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
肖
像
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
三

年
）、
五
二
二
～
五
二
三
頁
。

⑶�

前
掲
、「
経
理
課
所
蔵
資
料
「
収
納
簿
」
か
ら
見
た
立
教
大
学
学
生
・
生
徒
の

在
籍
者
数
推
計
（
一
）」、
二
七
～
二
八
。
な
お
、
在
籍
者
の
下
位
区
分
の
一
つ
で

あ
る
「
在
籍
そ
の
他
」
を
前
号
拙
稿
で
は
「
在
学
そ
の
他
」
と
表
記
し
て
い
た
。

今
号
で
は
「
在
籍
そ
の
他
」
と
表
記
を
変
更
し
た
が
、
前
号
の
「
在
学
そ
の
他
」

が
意
味
す
る
内
容
と
変
化
は
な
い
。

⑷�

本
稿
が
利
用
し
た
一
九
三
一
年
度
か
ら
一
九
四
二
年
度
ま
で
の
『
文
部
省
年

報
』
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
日
本
帝
国
文
部
省
第
五
十
九
年
報　

自
昭
和
六

年
四
月
至
昭
和
七
年
三
月
』（
上
巻
、
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
、
一
九
三
七
年
、

三
〇
五
～
三
〇
六
頁
）、『
日
本
帝
国
文
部
省
第
六
十
年
報　

自
昭
和
七
年
四
月
至

昭
和
八
年
三
月
』（
上
巻
、
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
、
一
九
三
七
年
、
三
〇
四
～

三
〇
五
頁
）、『
日
本
帝
国
文
部
省
第
六
十
一
年
報　

自
昭
和
八
年
四
月
至
昭
和
九

年
三
月
』（
上
巻
、
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
、
一
九
三
八
年
、
二
九
〇
～
二
九
一

頁
）、『
日
本
帝
国
文
部
省
第
六
十
二
年
報　

自
昭
和
九
年
四
月
至
昭
和
十
年
三

月
』（
上
巻
、
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
、
一
九
三
八
年
、
二
九
二
～
二
九
三
頁
）、

注⑴�

拙
稿
「
経
理
課
所
蔵
資
料
「
収
納
簿
」
か
ら
見
た
立
教
大
学
学
生
・
生
徒
の
在

籍
者
数
推
計
（
一
）：
一
九
二
三
年
度
よ
り
一
九
三
〇
年
度
ま
で
」（『
立
教
学
院

史
研
究
』
第
一
八
号
、
二
〇
二
一
年
二
月
）。
な
お
、
経
理
課
所
蔵
の
当
該
資
料

は
時
期
に
よ
り
資
料
名
に
変
遷
が
あ
る
が
、
前
号
と
同
様
に
本
稿
で
も
「
収
納

簿
」
と
呼
称
す
る
。

⑵�

同
右
、
二
四
～
二
七
頁
。
拙
稿
前
号
で
述
べ
た
「
収
納
簿
」
に
関
す
る
資
料
概

要
の
う
ち
、
記
載
者
の
順
序
に
つ
い
て
は
「
…
…
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
年
度

ま
で
の
資
料
に
は
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
い
ろ
は
順
に
記
載
さ
れ
、
そ
れ
以
後

の
も
の
に
は
五
音
順
記
載
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
が
（
二
七
頁
）、
正
確
な
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『
日
本
帝
国
文
部
省
第
六
十
三
年
報　

自
昭
和
十
年
四
月
至
昭
和
十
一
年
三
月
』

（
上
巻
、
文
部
大
臣
官
房
文
書
課
、
一
九
三
九
年
、
二
九
一
～
二
九
二
頁
）、『
大

日
本
帝
国
文
部
省
第
六
十
四
年
報　

自
昭
和
十
一
年
四
月
至
昭
和
十
二
年
三
月
』

（
上
巻
、
文
部
省
総
務
局
調
査
課
、
一
九
四
三
年
、
二
九
四
頁
）、『
大
日
本
帝
国

文
部
省
第
六
十
五
年
報　

自
昭
和
十
二
年
四
月
至
昭
和
十
三
年
三
月
』（
上
巻
、

文
部
省
総
務
局
調
査
課
、
一
九
四
三
年
、
二
九
二
頁
）、『
文
部
省
第
六
十
六
年
報　

自
昭
和
十
三
年
四
月
至
昭
和
十
四
年
三
月
』（
上
巻
、
文
部
省
、
復
刻
版
、
一
九

七
九
年
、
二
五
七
頁
）、『
文
部
省
第
六
十
七
年
報　

自
昭
和
十
四
年
四
月
至
昭
和

十
五
年
三
月
』（
上
巻
、
文
部
省
、
復
刻
版
、
一
九
七
九
年
、
三
七
七
頁
）、『
文

部
省
第
六
十
八
年
報　

昭
和
十
五
年
年
度
』（
上
巻
、
文
部
省
、
復
刻
版
、
一
九

七
九
年
、
三
六
八
～
三
七
一
頁
）、『
文
部
省
第
六
十
九
年
報　

昭
和
十
六
年
年

度
』（
上
巻
、
文
部
省
、
復
刻
版
、
一
九
七
九
年
、
四
四
八
～
四
五
一
頁
）、『
文

部
省
第
七
〇
年
報　

昭
和
十
七
年
年
度
』（
上
巻
、
文
部
省
、
復
刻
版
、
一
九
七

九
年
、
三
四
〇
～
三
四
一
頁
）。
以
下
、
資
料
名
を
挙
げ
る
場
合
は
『
文
部
省
年

報
』
と
略
称
す
る
。

⑸�

こ
こ
で
紹
介
し
た
『
昭
和
六
年
度
起　

学
事
年
報
報
告
書
綴
』（
一
）・（
二
）

に
は
、
文
部
省
に
提
出
し
た
「
学
事
年
報
報
告
書
（
控
）」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
昭
和
六
年
度
起　

学
事
年
報
報
告
書
綴
』
に
収
録
さ
れ
た
資
料
の
年
代
範
囲
は

一
九
三
一
年
度
か
ら
一
九
四
八
年
度
ま
で
あ
る
が
、
一
九
四
三
年
度
の
「
学
事
年

報
報
告
書
（
控
）」
は
欠
落
し
、
一
九
四
四
年
度
以
降
の
資
料
は
従
来
ま
で
の

「
学
事
年
報
報
告
書
（
控
）」
と
様
式
が
異
な
る
。
そ
の
た
め
、
連
続
し
た
デ
ー
タ

と
し
て
取
り
扱
え
る
の
は
、
一
九
三
一
年
度
か
ら
一
九
四
二
年
度
ま
で
で
あ
る
。

な
お
、
欠
落
の
あ
る
一
九
四
三
年
度
の
在
籍
者
数
に
つ
い
て
は
、「
旧
大
学
史
資

料
室
（
貴
重
書
庫
）
資
料
」
に
含
ま
れ
る
「「
学
事
状
況
調
書
」〔
経
理
・
学
事
状

況
調
査
関
係
資
料
〕」
所
収
の
「
学
部
学
生
数
月
報
」（
一
九
四
三
年
五
月
末
現

在
）
が
利
用
で
き
る
が
、
当
該
年
度
を
包
括
し
た
数
値
で
は
な
い
。
な
お
、
本
稿

で
は
以
下
の
本
文
で
言
及
し
た
よ
う
に
「
外
国
人
姓
名
」
在
籍
者
数
の
推
計
の
際

に
「
学
事
年
報
報
告
書
（
控
）」
を
利
用
し
、
在
籍
者
数
全
体
の
傾
向
の
分
析
で

は
『
文
部
省
年
報
』
の
記
載
数
値
と
の
異
同
の
確
認
に
留
め
た
。「
学
事
年
報
報

告
書
（
控
）」
と
『
文
部
省
年
報
』
と
の
対
照
を
通
じ
た
立
教
大
学
在
籍
者
推
計

の
分
析
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

⑹�

前
掲
、『
昭
和
六
年
度
起　

学
事
年
報
報
告
書
綴
』（
一
）・（
二
）
所
収
の
「
学

事
年
報
報
告
書
（
控
）」
各
年
度
版
。
な
お
、
同
資
料
中
に
は
文
学
部
の
四
つ
の

学
科
お
よ
び
経
済
学
部
の
二
つ
の
学
科
単
位
で
、
定
員
数
に
配
分
枠
が
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
配
分
枠
も
当
該
年
度
間
に
は
変
化
が
な
い
。
定
員
数
が
変
更
さ

れ
る
の
は
一
九
三
九
年
度
か
ら
で
あ
り
、
経
済
学
部
の
定
員
が
四
八
〇
名
に
増
加

し
、
予
科
は
文
科
と
商
科
の
合
計
で
七
二
〇
名
に
増
加
し
た
。

⑺�

一
九
二
三
年
度
か
ら
一
九
三
一
年
度
ま
で
の
予
科
在
籍
者
数
に
つ
い
て
は
、
前

掲
、「
経
理
課
所
蔵
資
料
「
収
納
簿
」
か
ら
見
た
立
教
大
学
学
生
・
生
徒
の
在
籍

者
数
推
計
（
一
）、
三
〇
頁
の
表
三
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑻�

各
年
度
の
「
収
納
簿
」
の
記
載
者
名
の
推
移
か
ら
、
個
々
の
生
徒
・
学
生
を
弁

別
し
て
立
教
大
学
予
科
修
了
者
の
立
教
大
学
本
科
入
学
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
本
稿
発
表
ま
で
に
そ
の
分
析
を
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
前
掲
、

『
昭
和
六
年
度
起　

学
事
年
報
報
告
書
綴
』
か
ら
は
立
教
大
学
本
科
入
学
者
数
や

出
身
校
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
使
用
し
た
立
教
大
学
予

科
修
了
者
お
よ
び
本
科
入
学
者
数
の
推
移
や
属
性
分
析
お
よ
び
進
級
の
状
況
に
つ

い
て
も
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

⑼�

表
三
の
デ
ー
タ
は
、
前
号
前
掲
で
掲
げ
た
条
件
と
同
様
に
『
文
部
省
年
報
』
の

「
学
生
生
徒
」
欄
の
数
値
に
依
拠
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
前
掲
、「
経
理
課
所
蔵

資
料
「
収
納
簿
」
か
ら
見
た
立
教
大
学
学
生
・
生
徒
の
在
籍
者
数
推
計
（
一
）」、

三
一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑽�

筆
者
に
よ
る
「
収
納
簿
」
の
在
籍
者
推
計
時
点
は
、
史
料
の
制
約
に
よ
り
各
年
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度
三
月
末
日
現
在
に
設
定
し
て
い
る
が
、『
文
部
省
年
報
』
は
各
年
度
三
月
一
日

現
在
に
設
定
し
て
い
る
。

⑾�
本
稿
で
は
『
文
部
省
年
報
』
記
載
の
「
学
生
生
徒
」
欄
の
数
値
だ
け
を
デ
ー
タ

と
し
て
抽
出
し
て
分
析
し
て
い
る
が
、
本
来
で
あ
れ
ば
同
資
料
記
載
の
「
退
学
者

及
び
死
亡
者
」
欄
の
数
値
も
デ
ー
タ
と
し
て
抽
出
し
、「
収
納
簿
」
の
記
載
者
数

と
の
比
較
分
析
に
供
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
三
一
年
度
の
記
載

者
数
は
表
一
に
あ
る
通
り
、
一
四
七
九
人
で
あ
り
、『
文
部
省
年
報
』
の
在
籍
者

数
は
表
三
に
あ
る
通
り
、
一
二
七
八
人
で
あ
る
。
後
者
に
一
九
三
一
年
度
の
『
文

部
省
年
報
』
の
「
退
学
者
及
び
死
亡
者
」
欄
に
あ
る
七
五
人
を
加
え
た
数
値
は
一

三
五
三
人
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
一
九
三
一
年
度
「
収
納
簿
」
の
記
載
者
数
（
一

四
七
九
人
）
と
、
同
年
度
『
文
部
省
年
報
』
か
ら
抽
出
し
た
数
値
で
あ
る
一
三
五

三
人
と
を
比
較
す
る
と
、
依
然
と
し
て
約
一
〇
〇
人
以
上
の
「
収
納
簿
」
の
デ
ー

タ
が
超
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
収
納
簿
」
に
は
『
文
部
省
年
報
』
で
は
収
録

さ
れ
て
い
な
い
デ
ー
タ
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
一
九

三
一
年
度
以
外
の
一
九
二
三
年
度
か
ら
の
通
年
の
分
析
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

⑿�

退
学
・
除
名
の
具
体
例
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、「
経
理
課
所
蔵
資
料
「
収
納
簿
」

か
ら
見
た
立
教
大
学
学
生
・
生
徒
の
在
籍
者
数
推
計
（
一
）」、
三
三
頁
。
事
由
分

類
や
集
計
処
理
方
法
に
つ
い
て
は
、
同
上
書
、
二
七
～
二
八
頁
参
照
。

⒀�

前
掲
、「
経
理
課
所
蔵
資
料
「
収
納
簿
」
か
ら
見
た
立
教
大
学
学
生
・
生
徒
の

在
籍
者
数
推
計
（
一
）」、
三
三
頁
。

⒁�

立
教
大
学｢

諸
規
定
（
内
規
）｣

一
九
三
二
年
六
月
。
引
用
文
で
は
一
部
句
読

点
を
補
っ
た
。

⒂�

立
教
大
学
百
二
十
五
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
立
教
大
学
百
二
十
五
年
史
』（
資

料
編
第
三
巻
、
立
教
大
学
、
一
九
九
九
年
）、
三
七
～
三
八
頁
よ
り
引
用
。

⒃�

同
右
書
、
四
七
頁
よ
り
引
用
。

⒄�

た
だ
し
、
若
干
の
人
数
に
と
ど
ま
る
が
「
収
納
簿
」
上
に
除
籍
と
記
載
さ
れ
る

場
合
が
一
九
三
四
年
度
以
降
に
も
見
ら
れ
る
。

⒅�

前
掲
、「
経
理
課
所
蔵
資
料
「
収
納
簿
」
か
ら
見
た
立
教
大
学
学
生
・
生
徒
の

在
籍
者
数
推
計
（
一
）」、
三
五
頁
。

⒆�

な
お
、
一
九
三
六
年
度
の
『
収
納
簿
』
に
お
け
る
経
済
学
部
経
済
学
科
三
年
生

の
部
分
に
も
一
例
分
の
「
入
営
」
事
例
が
確
認
で
き
る
が
、
取
消
線
が
付
さ
れ
て

い
た
た
め
計
算
に
含
め
な
か
っ
た
。

⒇�

原
資
料
上
で
の
出
身
地
の
表
記
は
、
朝
鮮
は
「
朝
」、
台
湾
は
「
台
」、
満
洲
国

は
「
満
」
ま
た
は
「
マ
」、
中
華
民
国
は
「
支ママ
」
ま
た
は
「
中
」（
一
九
四
二
年
度

の
み
確
認
、
汪
精
衛
政
権
下
に
あ
っ
た
中
華
民
国
国
民
政
府
に
相
当
）、
タ
イ
は

「
シ
ャ
ム
」〔
暹
羅
〕
ま
た
は
「
泰
」、
米
国
は
「
米
」〔
北
米
合
衆
国
〕、
ド
イ
ツ

は
「
独
逸
」
と
あ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
略
称
表
記
さ
れ
な
い
。

㉑�

本
誌
前
号
の
拙
稿
で
は
、
一
九
二
三
年
度
か
ら
一
九
三
〇
年
度
ま
で
の
「
収
納

簿
」
に
記
載
の
あ
る
「
外
国
人
姓
名
」
は
漢
字
表
記
が
中
心
で
あ
り
、
か
つ
そ
の

在
籍
者
数
が
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
一
方
で
、『
文
部
省
年
報
』
記
載
の
外
国
人
在

籍
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
点
か
ら
、
当
該
時
期
に
お
い
て
は
、
立
教
大
学
の

「
外
国
人
姓
名
」
の
在
籍
者
は
旧
植
民
地
出
身
者
の
割
合
が
増
加
し
て
い
っ
た
と

推
定
し
た
（
前
掲
、「
経
理
課
所
蔵
資
料
「
収
納
簿
」
か
ら
見
た
立
教
大
学
学

生
・
生
徒
の
在
籍
者
数
推
計
（
一
）」、
三
八
頁
）。
後
述
す
る
よ
う
に
、
今
回
の

分
析
に
よ
り
一
九
三
一
年
度
以
降
は
「
外
国
人
姓
名
」
記
載
者
の
う
ち
そ
の
多
く

が
植
民
地
出
身
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
り
、
こ
の
傾
向
が
一
九
三
一
年
度

に
突
如
発
生
し
た
と
は
考
え
難
い
た
め
、
本
誌
前
号
の
拙
稿
で
指
摘
し
た
一
九
二

三
年
度
か
ら
一
九
三
〇
年
度
の
「
外
国
人
姓
名
」
の
留
学
生
の
出
身
地
も
同
様
の

傾
向
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

㉒�

一
九
三
九
年
度
の
「
収
納
簿
」
の
予
科
第
一
学
年
の
欄
か
ら
文
科
・
商
科
を
弁

別
し
た
記
載
が
見
ら
れ
な
く
な
る
が
、
同
年
度
は
予
科
第
一
学
年
の
Ａ
組
が
文
科
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第
二
学
年
の
記
載
に
続
い
て
掲
載
さ
れ
、
同
Ｂ
組
か
ら
Ｆ
組
が
商
科
第
二
学
年
の

あ
と
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
九
四
〇
年
度
以
降
の
「
収
納
簿
」
に
お
け
る
予
科

の
記
載
は
、
い
ず
れ
の
学
年
で
も
文
科
と
商
科
の
弁
別
が
見
ら
れ
な
く
な
り
、
学

年
別
・
組
別
に
よ
り
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

㉓�

一
九
三
六
年
度
の
数
値
が
一
致
し
な
い
理
由
は
、
当
該
年
度
の
「
学
事
年
報
報

告
書
（
控
）」
に
記
載
さ
れ
た
選
科
生
の
カ
ウ
ン
ト
方
法
の
差
異
に
由
来
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。「
学
事
年
報
報
告
書
（
控
）」
で
は
、
選
科
生
の
集
計
値
の
欄
に
外

国
人
を
外
数
と
し
て
一
人
計
上
し
、
内
国
人
一
人
を
足
し
合
わ
せ
た
計
二
人
を
掲

示
し
て
い
る
が
、
当
該
年
度
の
『
文
部
省
年
報
』
で
は
選
科
生
の
集
計
時
に
、
外

国
人
を
一
名
だ
け
し
か
計
上
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
差
異
が
生
じ
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
当
該
年
度
の
「
学
事
年
報
報
告
書
（
控
）」
の
原
本
を
確
認
で
き
て
い

な
い
た
め
、
推
定
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

㉔�

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
一
九
三
七
年
度
の
「
収
納
簿
」
の
数
値
と
「
学
事
年
報
報
告

書
（
控
）」
の
数
値
と
に
こ
の
よ
う
な
異
同
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
確
な

回
答
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
異
同
が
生
じ
た
理
由
を
一
九
三
七
年
度
「
収
納

簿
」
に
記
載
さ
れ
た
「
外
国
人
姓
名
」
の
漢
字
表
記
と
片
仮
名
表
記
の
記
載
者
を

弁
別
し
て
そ
の
一
部
を
考
察
し
て
み
た
い
。
一
九
三
七
年
度
分
の
「
収
納
簿
」
の

「
外
国
人
姓
名
」
に
記
載
者
の
う
ち
、
片
仮
名
表
記
の
学
生
・
生
徒
は
十
人
を
確

認
で
き
る
。
一
方
、
表
七
に
あ
る
通
り
、
同
年
度
の
タ
イ
国
籍
の
留
学
生
は
九
人

で
あ
る
が
、「
学
事
年
報
報
告
書
（
控
）」
に
記
載
さ
れ
た
「
退
学
者
」
の
な
か
に

タ
イ
国
籍
に
留
学
生
が
一
人
分
存
在
し
、
合
計
で
十
人
の
タ
イ
国
籍
の
留
学
生
が

当
該
年
度
の
同
資
料
の
な
か
に
確
認
で
き
る
。
両
資
料
の
数
値
が
一
致
す
る
こ
と

か
ら
、
同
年
度
の
「
収
納
簿
」
に
記
載
さ
れ
た
片
仮
名
表
記
の
記
載
者
は
タ
イ
国

籍
の
留
学
生
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
一
九
三
七
年
度
の
タ
イ
国
籍
の
十
人
の
留

学
生
は
、「
収
納
簿
」
上
で
は
片
仮
名
表
記
の
五
人
の
留
学
生
が
資
料
上
で
姓
名

に
取
消
線
が
付
さ
れ
、
そ
の
う
ち
二
人
が
退
学
、
一
人
が
除
名
、
そ
の
他
の
二
名

は
非
在
籍
と
な
っ
た
理
由
が
不
詳
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
一
方
で
、「
学

事
年
報
報
告
書
（
控
）」
の
記
載
上
で
は
、
十
人
の
タ
イ
国
籍
の
留
学
生
の
う
ち

九
人
が
在
籍
し
、
一
人
が
退
学
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
両

資
料
の
在
籍
者
数
上
の
差
異
の
う
ち
、
四
人
分
は
タ
イ
国
籍
の
留
学
生
の
在
籍
／

非
在
籍
の
分
類
上
の
違
い
に
由
来
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
分
析
結
果
よ

り
、「
収
納
簿
」
に
お
け
る
非
在
籍
者
数
の
現
在
の
弁
別
方
法
に
限
界
が
あ
る
可

能
性
が
示
唆
さ
れ
る
が
、「
収
納
簿
」
上
で
は
退
学
表
記
等
の
あ
る
タ
イ
国
籍
の

留
学
生
が
な
ぜ
、
当
該
年
度
の
「
学
事
年
報
報
告
書
（
控
）」
に
在
籍
者
と
し
て

記
載
さ
れ
た
か
の
明
確
な
理
由
は
解
明
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

㉕�

前
掲
、「
経
理
課
所
蔵
資
料
「
収
納
簿
」
か
ら
見
た
立
教
大
学
学
生
・
生
徒
の

在
籍
者
数
推
計
（
一
）」
所
載
の
表
九
（
一
）・（
二
）、
三
六
頁
～
三
七
頁
。
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表
十

二
（

一
）　

年
度

別
事

由
別

立
教

大
学

在
籍

者
数

・
記

載
者

数
推

計
（

1931年
度

）
�

（
単
位
：
人
）

学
部
・
学
科
・
学
年

事
由
別
記
載
者
内
訳

記
載
者
合
計

（
在
籍
者
小
計
＋

非
在
籍
者
小
計
）

事
由
別
在
籍
者
内
訳

事
由
別
非
在
籍
者
内
訳

学
部
学
科

学
年

な
し

休
学

在
籍
そ
の
他
在
籍
者
小
計

退
学

除
名

除
籍

死
亡

不
詳
そ
の
他
非
在
籍
者
小
計

(I) 研
究

科
2

0
0

2
0

0
0

0
0

0
2

経
済
学
部
本
科

1
202

4
2

208
2

12
0

8
2

24
232

2
142

1
0

143
0

2
2

1
0

5
148

3
121

1
0

122
0

1
0

2
0

3
125

　
(A)経

済
学
部
本
科
計

465
6

2
473

2
15

2
11

2
32

505
文
学
部
本
科

1
66

4
1

71
11

1
4

0
0

16
87

2
36

1
0

37
1

1
1

0
0

3
40

3
28

2
0

30
1

0
0

0
4

5
35

　
(B)文

学
部
本
科
計

130
7

1
138

13
2

5
0

4
24

162
(II) 本

科
計

(A+B)
595

13
3

611
15

17
7

11
6

56
667

商
科
予
科

1
165

9
1

175
15

6
0

0
0

21
196

2
145

9
1

155
10

5
0

2
0

17
172

3
181

8
0

189
13

4
1

0
0

18
207

　
(C)商

科
予
科
計

491
26

2
519

38
15

1
2

0
56

575
文
科
予
科

1
68

9
0

77
11

1
4

2
0

18
95

2
71

3
0

74
1

3
0

0
0

4
78

3
54

3
0

57
3

1
1

0
0

5
62

　
(D)文

科
予
科
計

193
15

0
208

15
5

5
2

0
27

235
(III) 予

科
計

(C+D)
684

41
2

727
53

20
6

4
0

83
810

本
科
予
科
合
計
：
(II)+(III)

1279
54

5
1338

68
37

13
15

6
139

1477
合
計
：（
I)+(II)+(III）

1281
54

5
1340

68
37

13
15

6
139

1479
出
典
：
立
教
大
学
「
収
納
簿
」（
1931年

度
）
よ
り
作
成
。

注
：
1）
選
科
生
、
聴
講
生
は
学
部
生
の
欄
に
含
む
。

　
　
2）
各
年
度
の
資
料
に
は
誤
記
や
重
複
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
除
外
し
た
。

　
　
3）
�在
籍
者
、
非
在
籍
者
、
記
載
者
の
定
義
や
事
由
分
類
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
経
理
課
所
蔵
資
料
「
収
納
簿
」
か
ら
見
た
立
教
大
学
学
生
・
生
徒
の
在
籍
者
数
推
計
（
1）」（『

立
教
学
院
史
研
究
』
第
18号

、
2021年

2月
）、
27～

28頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
4）
原
資
料
に
当
該
項
目
が
な
い
場
合
で
も
0を
計
上
し
た
。
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表
十

二
（

二
）　

年
度

別
事

由
別

立
教

大
学

在
籍

者
数

・
記

載
者

数
推

計
（

1932年
度

）
�

（
単
位
：
人
）

学
部
・
学
科
・
学
年

事
由
別
記
載
者
内
訳

記
載
者
合
計

（
在
籍
者
小
計
＋

非
在
籍
者
小
計
）

事
由
別
在
籍
者
内
訳

事
由
別
非
在
籍
者
内
訳

学
部
学
科

学
年

な
し

休
学

在
籍
そ
の
他
在
籍
者
小
計

退
学

除
名

除
籍

死
亡

不
詳
そ
の
他
非
在
籍
者
小
計

(I) 研
究

科
3

0
0

3
2

0
0

0
0

2
5

経
済
学
部
本
科

1
180

6
0

186
6

0
6

2
1

15
201

2
196

0
0

196
4

3
1

1
0

9
205

3
143

1
0

144
2

0
2

1
2

7
151

　
(A)経

済
学
部
本
科
計

519
7

0
526

12
3

9
4

3
31

557
文
学
部
本
科

1
45

4
0

49
9

1
3

0
3

16
65

2
58

1
0

59
5

2
2

1
0

10
69

3
36

2
0

38
2

0
0

0
0

2
40

　
(B)文

学
部
本
科
計

139
7

0
146

16
3

5
1

3
28

174
(II) 本

科
計

(A+B)
658

14
0

672
28

6
14

5
6

59
731

商
科
予
科

1
174

4
1

179
10

10
0

1
3

24
203

2
164

1
0

165
10

2
1

2
2

17
182

3
150

4
0

154
11

3
1

0
0

15
169

　
(C)商

科
予
科
計

488
9

1
498

31
15

2
3

5
56

554
文
科
予
科

1
112

6
0

118
9

11
0

0
2

22
140

2
57

5
0

62
4

3
0

0
0

7
69

3
46

3
2

51
5

3
1

0
1

10
61

　
(D)文

科
予
科
計

215
14

2
231

18
17

1
0

3
39

270
(III) 予

科
計

(C+D)
703

23
3

729
49

32
3

3
8

95
824

本
科
予
科
合
計
：
(II)+(III)

1361
37

3
1401

77
38

17
8

14
154

1555
合
計
：（
I)+(II)+(III）

1364
37

3
1404

79
38

17
8

14
156

1560
出
典
：
立
教
大
学
「
収
納
簿
」（
1932年

度
）
よ
り
作
成
。

注
：
表
十
二
（
一
）
と
同
じ
。
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表
十

二
（

三
）　

年
度

別
事

由
別

立
教

大
学

在
籍

者
数

・
記

載
者

数
推

計
（

1933年
度

）
�

（
単
位
：
人
）

学
部
・
学
科
・
学
年

事
由
別
記
載
者
内
訳

記
載
者
合
計

（
在
籍
者
小
計
＋

非
在
籍
者
小
計
）

事
由
別
在
籍
者
内
訳

事
由
別
非
在
籍
者
内
訳

学
部
学
科

学
年

な
し

休
学

在
籍
そ
の
他
在
籍
者
小
計

退
学

除
名

除
籍

死
亡

不
詳
そ
の
他
非
在
籍
者
小
計

(I) 研
究

科
2

0
0

2
0

1
0

0
1

2
4

経
済
学
部
本
科

1
159

3
0

162
10

6
0

1
1

18
180

2
178

2
0

180
2

2
3

0
1

8
188

3
189

2
0

191
1

4
0

0
0

5
196

　
(A)経

済
学
部
本
科
計

526
7

0
533

13
12

3
1

2
31

564
文
学
部
本
科

1
40

2
0

42
3

6
0

0
0

9
51

2
41

1
0

42
2

1
0

0
1

4
46

3
58

0
0

58
0

3
0

0
0

3
61

　
(B)文

学
部
本
科
計

139
3

0
142

5
10

0
0

1
16

158
(II) 本

科
計

(A+B)
665

10
0

675
18

22
3

1
3

47
722

商
科
予
科

1
152

11
0

163
6

0
4

0
2

12
175

2
166

3
0

169
5

3
0

1
0

9
178

3
144

2
0

146
5

3
1

2
0

11
157

　
(C)商

科
予
科
計

462
16

0
478

16
6

5
3

2
32

510
文
科
予
科

1
91

4
0

95
7

0
10

0
1

18
113

2
89

4
2

95
8

1
4

1
0

14
109

3
46

4
0

50
3

0
1

0
0

4
54

　
(D)文

科
予
科
計

226
12

2
240

18
1

15
1

1
36

276
(III) 予

科
計

(C+D)
688

28
2

718
34

7
20

4
3

68
786

本
科
予
科
合
計
：
(II)+(III)

1353
38

2
1393

52
29

23
5

6
115

1508
合
計
：（
I)+(II)+(III）

1355
38

2
1395

52
30

23
5

7
117

1512
出
典
：
立
教
大
学
「
収
納
簿
」（
1933年

度
）
よ
り
作
成
。

注
：
表
十
二
（
一
）
と
同
じ
。
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表
十

二
（

四
）　

年
度

別
事

由
別

立
教

大
学

在
籍

者
数

・
記

載
者

数
推

計
（

1934年
度

）
�

（
単
位
：
人
）

学
部
・
学
科
・
学
年

事
由
別
記
載
者
内
訳

記
載
者
合
計

（
在
籍
者
小
計
＋

非
在
籍
者
小
計
）

事
由
別
在
籍
者
内
訳

事
由
別
非
在
籍
者
内
訳

学
部
学
科

学
年

な
し

休
学

在
籍
そ
の
他
在
籍
者
小
計

退
学

除
名

除
籍

死
亡

不
詳
そ
の
他
非
在
籍
者
小
計

(I) 研
究

科
2

0
0

2
0

0
0

0
0

0
2

経
済
学
部
本
科

1
170

3
0

173
2

1
0

2
3

8
181

2
152

2
0

154
4

2
2

1
0

9
163

3
174

3
0

177
0

2
2

0
14

18
195

　
(A)経

済
学
部
本
科
計

496
8

0
504

6
5

4
3

17
35

539
文
学
部
本
科

1
33

1
0

34
6

0
1

0
1

8
42

2
37

0
0

37
2

2
0

0
0

4
41

3
42

0
0

42
0

1
0

0
3

4
46

　
(B)文

学
部
本
科
計

112
1

0
113

8
3

1
0

4
16

129
(II) 本

科
計

(A+B)
608

9
0

617
14

8
5

3
21

51
668

商
科
予
科

1
150

5
0

155
12

7
0

0
0

19
174

2
142

4
0

146
5

7
0

1
0

13
159

3
160

3
0

163
6

3
0

2
0

11
174

　
(C)商

科
予
科
計

452
12

0
464

23
17

0
3

0
43

507
文
科
予
科

1
95

8
0

103
8

8
0

1
0

17
120

2
79

2
0

81
7

5
0

0
0

12
93

3
87

4
0

91
2

2
0

0
1

5
96

　
(D)文

科
予
科
計

261
14

0
275

17
15

0
1

1
34

309
(III) 予

科
計

(C+D)
713

26
0

739
40

32
0

4
1

77
816

本
科
予
科
合
計
：
(II)+(III)

1321
35

0
1356

54
40

5
7

22
128

1484
合
計
：（
I)+(II)+(III）

1323
35

0
1358

54
40

5
7

22
128

1486
出
典
：
立
教
大
学
「
収
納
簿
」（
1934年

度
）
よ
り
作
成
。

注
：
表
十
二
（
一
）
と
同
じ
。
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表
十

二
（

五
）　

年
度

別
事

由
別

立
教

大
学

在
籍

者
数

・
記

載
者

数
推

計
（

1935年
度

）
�

（
単
位
：
人
）

学
部
・
学
科
・
学
年

事
由
別
記
載
者
内
訳

記
載
者
合
計

（
在
籍
者
小
計
＋

非
在
籍
者
小
計
）

事
由
別
在
籍
者
内
訳

事
由
別
非
在
籍
者
内
訳

学
部
学
科

学
年

な
し

休
学

在
籍
そ
の
他
在
籍
者
小
計

退
学

除
名

除
籍

死
亡

不
詳
そ
の
他
非
在
籍
者
小
計

(I) 研
究

科
3

0
0

3
0

0
0

0
0

0
3

経
済
学
部
本
科

1
203

4
0

207
5

2
0

1
4

12
219

2
162

2
0

164
5

1
0

1
5

12
176

3
147

4
0

151
2

0
0

1
4

7
158

　
(A)経

済
学
部
本
科
計

512
10

0
522

12
3

0
3

13
31

553
文
学
部
本
科

1
37

5
0

42
5

0
0

0
0

5
47

2
31

1
0

32
1

3
0

0
1

5
37

3
36

1
0

37
1

1
0

0
4

6
43

　
(B)文

学
部
本
科
計

104
7

0
111

7
4

0
0

5
16

127
(II) 本

科
計

(A+B)
616

17
0

633
19

7
0

3
18

47
680

商
科
予
科

1
174

5
0

179
16

2
0

2
0

20
199

2
141

7
0

148
2

3
0

0
1

6
154

3
135

4
0

139
6

1
0

0
2

9
148

　
(C)商

科
予
科
計

450
16

0
466

24
6

0
2

3
35

501
文
科
予
科

1
82

9
0

91
13

4
1

0
0

18
109

2
79

5
0

84
6

3
0

1
2

12
96

3
76

2
0

78
4

0
0

0
0

4
82

　
(D)文

科
予
科
計

237
16

0
253

23
7

1
1

2
34

287
(III) 予

科
計

(C+D)
687

32
0

719
47

13
1

3
5

69
788

本
科
予
科
合
計
：
(II)+(III)

1303
49

0
1352

66
20

1
6

23
116

1468
合
計
：（
I)+(II)+(III）

1306
49

0
1355

66
20

1
6

23
116

1471
出
典
：
立
教
大
学
「
収
納
簿
」（
1935年

度
）
よ
り
作
成
。

注
：
表
十
二
（
一
）
と
同
じ
。
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表
十

二
（

六
）　

年
度

別
事

由
別

立
教

大
学

在
籍

者
数

・
記

載
者

数
推

計
（

1936年
度

）
�

（
単
位
：
人
）

学
部
・
学
科
・
学
年

事
由
別
記
載
者
内
訳

記
載
者
合
計

（
在
籍
者
小
計
＋

非
在
籍
者
小
計
）

事
由
別
在
籍
者
内
訳

事
由
別
非
在
籍
者
内
訳

学
部
学
科

学
年

な
し

休
学

在
籍
そ
の
他
在
籍
者
小
計

退
学

除
名

除
籍

死
亡

不
詳
そ
の
他
非
在
籍
者
小
計

(I) 研
究

科
3

0
0

3
0

0
0

0
0

0
3

経
済
学
部
本
科

1
186

9
0

195
3

7
1

0
3

14
209

2
193

3
0

196
6

3
1

1
4

15
211

3
156

5
0

161
3

1
0

3
7

14
175

　
(A)経

済
学
部
本
科
計

535
17

0
552

12
11

2
4

14
43

595
文
学
部
本
科

1
38

2
0

40
4

2
0

0
1

7
47

2
29

0
0

29
6

2
0

0
0

8
37

3
30

1
0

31
0

0
0

1
4

5
36

　
(B)文

学
部
本
科
計

97
3

0
100

10
4

0
1

5
20

120
(II) 本

科
計

(A+B)
632

20
0

652
22

15
2

5
19

63
715

商
科
予
科

1
184

3
0

187
12

8
0

0
0

20
207

2
170

3
0

173
6

5
0

1
1

13
186

3
135

4
0

139
1

3
0

1
1

6
145

　
(C)商

科
予
科
計

489
10

0
499

19
16

0
2

2
39

538
文
科
予
科

1
98

5
0

103
8

12
0

0
0

20
123

2
72

5
0

77
5

5
0

1
0

11
88

3
77

2
0

79
1

0
0

0
2

3
82

　
(D)文

科
予
科
計

247
12

0
259

14
17

0
1

2
34

293
(III) 予

科
計

(C+D)
736

22
0

758
33

33
0

3
4

73
831

本
科
予
科
合
計
：
(II)+(III)

1368
42

0
1410

55
48

2
8

23
136

1546
合
計
：（
I)+(II)+(III）

1371
42

0
1413

55
48

2
8

23
136

1549
出
典
：
立
教
大
学
「
収
納
簿
」（
1936年

度
）
よ
り
作
成
。

注
：
表
十
二
（
一
）
と
同
じ
。
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表
十

二
（

七
）　

年
度

別
事

由
別

立
教

大
学

在
籍

者
数

・
記

載
者

数
推

計
（

1937年
度

）
�

（
単
位
：
人
）

学
部
・
学
科
・
学
年

事
由
別
記
載
者
内
訳

記
載
者
合
計

（
在
籍
者
小
計
＋

非
在
籍
者
小
計
）

事
由
別
在
籍
者
内
訳

事
由
別
非
在
籍
者
内
訳

学
部
学
科

学
年

な
し

休
学

在
籍
そ
の
他
在
籍
者
小
計

退
学

除
名

除
籍

死
亡

不
詳
そ
の
他
非
在
籍
者
小
計

(I) 研
究

科
2

1
0

3
1

0
0

0
1

2
5

経
済
学
部
本
科

1
205

3
1

209
8

0
0

3
4

15
224

2
183

1
0

184
4

0
0

0
8

12
196

3
192

2
0

194
1

0
0

0
8

9
203

　
(A)経

済
学
部
本
科
計

580
6

1
587

13
0

0
3

20
36

623
文
学
部
本
科

1
24

2
0

26
2

1
0

0
0

3
29

2
33

1
0

34
0

1
0

0
2

3
37

3
24

2
0

26
1

1
1

0
1

4
30

　
(B)文

学
部
本
科
計

81
5

0
86

3
3

1
0

3
10

96
(II) 本

科
計

(A+B)
661

11
1

673
16

3
1

3
23

46
719

商
科
予
科

1
236

5
0

241
13

14
0

0
0

27
268

2
171

5
2

178
4

3
0

1
4

12
190

3
167

5
0

172
2

0
0

2
1

5
177

　
(C)商

科
予
科
計

574
15

2
591

19
17

0
3

5
44

635
文
科
予
科

1
48

9
0

57
9

4
0

1
2

16
73

2
90

3
0

93
8

7
0

0
4

19
112

3
67

2
1

70
0

1
0

1
0

2
72

　
(D)文

科
予
科
計

205
14

1
220

17
12

0
2

6
37

257
(III) 予

科
計

(C+D)
779

29
3

811
36

29
0

5
11

81
892

本
科
予
科
合
計
：
(II)+(III)

1440
40

4
1484

52
32

1
8

34
127

1611
合
計
：（
I)+(II)+(III）

1442
41

4
1487

53
32

1
8

35
129

1616
出
典
：
立
教
大
学
「
収
納
簿
」（
1937年

度
）
よ
り
作
成
。

注
：
表
十
二
（
一
）
と
同
じ
。


